
第
三
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
ア
ル
タ
ン
ノ、

ン
の
曾
見
に
つ
い
て

佐

藤

長

モ
ン
ゴ
ル
地
域
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
併
教
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
に
鑑
み
、
多
く
の
撃
者
に
よ
っ
て
論
ぜ
ら
れ
て
き
た
が
、
代

表
的
研
究
は
矢
野
氏
〈
近
代
蒙
古
史
〉
・
和
田
氏
(
東
E
史〉・

}

?

y

チ
氏

qHMg
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
矢
野
氏
の
研
究
は
嘗
時
と
し
て
は
取

上
げ
得
る
殆
ど
の
文
献
を
参
照
し
て
的
確
な
論
謹
を
繰
り
蹟
げ
て
お
り
、
参
考
に
資
す
る
貼
が
頗
る
多
い
。
し
か
し
そ
れ
は
一
九
二
五
年
に
出

版
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
で
は
史
料
の
黙
で
更
に
多
く
の
も
の
を
追
加
し
て
再
論
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
和
回
氏
は
明
快
の
モ

ン
ゴ
ル
族
を
漢
文
献
を
中
心
に
博
引
車
庁
捜
、
詳
密
な
研
究
を
残
し
た
が
、
賞
時
と
し
て
は
止
む
を
得
な
い
こ
と
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
文
献
の
参
考

は
殆
ど
な
さ
れ
ず
に
彩
っ
た
。
ト
h
y
y

チ
氏
は
、
漢
文
史
料
に
お
い
て
不
充
分
さ
は
免
れ
な
い
が
、
チ
ベ
ッ
ト
文
献
の
髄
使
に
つ
い
て
濁
壇
場

の
観
あ
り
、
研
究
を
一
一
層
深
化
さ
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
三
氏
の
研
究
を
中
心
に
し
、
従
来
鰯
れ
ら
れ
て
い
な
い
貼
も
加
え
て
、
こ
の
問
題
を
私

-79 -

な
り
に
整
理
心
て
み
た
い
。
蓋
し
漢
薪
雨
文
献
を
仔
細
に
検
討
す
れ
ば
、

る
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

モ
ン
ゴ
ル
族
の
チ
ベ

y

ト
傍
教
師
依
に
も
か
な
り
複
雑
な
経
緯
が
あ

さ
て
チ
ベ
ッ
ト
併
数
の
新
涯
で
あ
る
ゲ
ル
ク
バ
と
モ
ン
ゴ
ル
と
の
聞
係
は
如
何
に
と
い
う
と
、
そ
れ
は
オ
ル
ド
ス
。
丘

5
の
ホ
ト
ク
タ
イ
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セ
チ
ェ
ン
ホ
ン
タ
イ
ジ

οロ
E
目、
g
-
2
8ロ
ρ
oロ
m
S
1
E
(サ
ガ
ン
セ
チ
ェ
ン
伊
吉
ロ
m
g
n
o
ロ
の
曾
祖
父
〉
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
セ
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チ
ェ
ン
も
最
初
か
ら
ゲ
ル
ク
パ
と
関
係
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

セ
チ
ェ
ン
は
ア
ル
タ
ン
ハ
ン

〉
-Sロ
官
ロ
の
兄
、

オ
ル
ド
ス
部
の
開

z
r
m
8
2
m
g
bロ
g
m
の
孫
に
嘗
る
。
彼
は
蒙
古
源
流
に
よ
れ
ば

3
n
y
E
F
ω
-
N
H
C、

噌

EL-

五
六
六
年
丙
寅
の
年
(
嘉
靖
四
十
五
年
〉
に
東
北
チ
ベ
ッ
ト
に
遠
征
し
た
が
、
セ
チ
ェ
ン
は
シ
リ
ム
ジ

ω
E
B
K
を
征
す
る
に
大
ボ
ル
サ
ラ
マ

JFW巾
ゲ
OH目白

F
自
由
ハ
回
同
H
S
σ
E
5
3
・
稗
師
ラ
マ
の

Ew--白
ヨ
白
・
ダ
ル
ハ
ン
ラ
マ
ロ

R
A
g
-同
日
胆
の
三
人
を
使
者
に
用
い
、
そ
の
地

内

4

mguロ
・
ア
ル
タ
ン
サ
ン
ジ
ン
匡
S
ロ

租
の
グ
ン
ピ
リ
ク
メ
ル
ゲ
ン
ジ
ノ
ン
の
C
H
M

の
有
力
者
ウ
ス
ン
ド
ル
サ
ン
ジ
ン

d
gロ
的
合
同

∞
印
ロ
位
ロ
に
、

も
し
我
に
従
う
な
ら
ば
、
設
等
は
こ
の
乱
飢
え
に
従
わ
ん
。

ル
ト
ン
ミ
サ
ン
ガ
ス
バ

と
い
っ
た
。
そ
の
と
き
彼
は
、
ラ
ル
ギ
ン
ラ
マ
盟
問
H
m
5
F
g同
・
ア
ス
ト
ク
サ
イ
ン
バ
ン
デ
イ
〉

2
4
g
uユ
ロ
ゲ
同
ロ
仕
・
ア
ス
ト
ク
ワ
ジ

。δ

朗
自
明
向
島
同

-V-
伴
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
に
蹄
っ
て
き
た
。
而
し
て
ワ
ジ
ル
ト
ン
ミ
に
ウ
ガ
ジ
ュ

〉印件。『

dg]民

45ロロロ

チ
ン
ダ

γ
d
E一』ロ

円
宮
内
山
由
ロ
を
妻
と
し
て
輿
え
、
客
ん
で
役
人
の
首
領
と
な
し
た

3
n
r
E門町、

ω
-NH
3
0
こ
の
と
き
か
ら
セ
チ
L

ン
は
熱
心

- 80一

な
チ
ベ

y

ト
併
教
信
者
と
な
っ
た
と
い
う
。

和
田
氏
が
、
「
蒙
古
の
歯
長
の
聞
に
確
に
刑
腕
数
が
影
響
し
た
の
は
こ
の
徹
辰
鴻
台
吉
が
『
我
等
共
組
数
』
と
い
っ
た
の
が
最
-
初
で
あ
る
よ

う
で
あ
る
」
(
東
E
史
七
九
一
頁
〉
と
い
う
の
は
嘗
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
隆
慶
以
後
に
な
る
と
セ
チ
ェ
ン
の
併
数
へ
の
諦
依
は
中
園
側
に
も
知

ら
れ
て
い
た
。

切
童
人
と
な
り
明
敏
、
而
し
て
文
鮮
に
お
い
て
尤
も
内
典
に
博
逼
す
。

と
い
わ
れ
(
武
功
鎌
倉
一
四
切
謹
賀
台
士
口
停
一
六
五
頁
〉
、
隆
慶
五
年
に
彼
が
ア
ル
タ
ン
の
使
者
と
し
て
入
朝
し
た
と
き
、
制
置
使
の
王
崇
古
が
そ

の
表
を
見
た
と
こ
ろ
(
前
掲
書
一
六
六
頁
)
、

対
釦
向
上
の
俺
答
に
封
王

・
遁
貢
を
許
す
の
恩
願
に
感
じ
、
鮮
は
多
く
参
う
る
に
併
語
を
以
て
す
。

で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
嘗
時
の
モ
ソ
ゴ
ル
人
と
し
て
は
知
識
人
の
部
類
に
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

叉
隆
慶
六
年
間
二
月
に
は
馬
蹄
寺
に
至
り
、
奔
併
が
移
っ
た
後
に
明
の
撫
臣
事
逢
節
に
向
い
、
「
車
渠
の
数
珠
・
蓮
花
子
の
数
珠
及
び
西
番



の
十
王
経
」
を
求
め
、
逢
節
は
よ
っ
て
こ
れ
を
輿
え
た
(
前
掲
書
一
七
O
頁)。

-
是
に
お
い
て
壷
匠
・
絵
和
衡
を
進
七
、
護
法
壇
場
経
・
密
済
壇
場
経
・
普
魔
壇
場
経
Z

一
部
、
数
珠
十
盤
を
葡
し
、
切
畿
に
奥
う
。

セ
チ
z
y
の
チ
ベ

v
ト
例
数
信
仰
の
早
か
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
も
誼
明
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
と
と
も
に
考
う
べ
き
は
、

一ア
ル
タ

γ
の
子
丙
兎
回
E
P
(八
回
ロ
門
吉
〉
の
青
海
方
面
で
の
行
動
で
あ
る
。
元
来
青
海
の
北
部
地
方
は
、

明
初
に
は
安
定
・
赤
斤
・
曲
先
・
牢
東
の
四
衡
が
置
か
れ
、
土
王
等
に
劃
す
る
明
の
支
配
権
は
二
膿
確
立
し
て
い
た
。
し
か
し
正
徳
の
頃
か
ら

こ
の
朕
勢
は
繊
異
化
す
る
。
明
史
〈
巻
三
三
O
西
番
諸
衛
俸
〉
に
よ
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
、
正
徳
四
年
に
モ
ン
ゴ
ル
の
亦
不
刺

F
E
〈八

F
‘

沼
Z
B〉
と
岡
扇
禿
斯
な
る
者
が
ダ
ヤ
ン
ハ
ン
と
隙
を
生
じ
西
方
に
奔
り
、
青
海
地
方
に
入
り
、
安
定
等
四
衛
を
破
っ
て
こ
の
地
方
を
占
援
し

4
告刻
。
も
と
よ
り
土
着
の
番
大
が
い
た
が
、
彼
等
は
こ
れ
を
避
け
て
遠
方
に
移
り
、
残
っ
た
者
は
役
属
の
関
係
に
入
っ
た
。
明
俸
は
「
自
是
甘

鱗
・
西
寧
、
始
有
海
寵
之
患
」
と
い
っ
て
い
る
。

明
で
は
同
九
年
に
穂
制
彰
津
が
諸
道
の
賂
軍
を
集
め
て
こ
れ
を
討
っ
た
が
、
彼
等
は
逸
早
く
そ
れ
を
費
り
、
四
川
に
逃
れ
、
松
潜
・
茂
州
の

境
か
ら
烏
斯
戴
〈
チ
ベ
ッ
ト
〉
へ
と
退
遅
し
た
。
明
寧
が
撤
、
返
す
る
と
同
時
に
叉
彼
等
も
青
海
に
戻
っ
た
が
、
阿
爾
禿
斯
は
遁
げ
去
っ
て
再
び

- 81ー

現
れ
な
か
っ
た
。

嘉
靖
十
一
年
慣
に
は
オ
ル
ド
ス
の
ジ
ノ
ン
〈
士
口
嚢
)
が
青
海
に
遠
征
し
来
り
、

イ
プ
ラ
を
大
破
し
、
そ
の
部
落
の
大
半
を
牧
め
て
鯖
っ
た
。

唯
こ
の
と
き
イ
プ
ラ
の
部
下
の
卜
見
張
(
切

R
2
3
3
の
一
黛
だ
け
は
自
ら
守
っ
て
こ
こ
に
残
一っ
た
。
卜
見
張
は
前
々
か
ら
明
に
心
を
寄
せ

て
お
り
、
二
十
年
に
は
金
牌
・
一亘
馬
を
献
上
し
て
款
を
求
め
て
き
た
。
し
か
し
冠
勢
が
弱
ま
っ
た
た
め
に
、
明
側
で
は
特
に
積
極
的
な
方
策
も

講
ず
る
こ
と
な
く
終
っ
た
。

471 

こ
め
よ
う
な
朕
勢
が
大
き
く
饗
化
し
た
の
は
嘉
靖
三
十
八
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
宣
大
方
面
で
名
を
奉
げ
た
ア
ル
タ
ン
は
、
一
二
十
八
年
(
一
五
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F
K
1
v
 

五
九
)
に
子
の
丙
兎
・
賓
車
田
ロ

E
(八
回
ロ
円
山
口
〉
等
教
蔦
の
衆
を
率
い
て
青一
海
に
大
り
、
ト
見
張
を
腫
逐
し
、
掠
奪
を
縦
に
し
た
。
而
し
て

n
口

円

t

引
揚
げ
の
と
き
に
は
賓
兎
を
松
山
内
に
留
め
、
丙
兎
を
青
海
に
置
前
、
彼
等
も
亦
屡
々
西
寧
方
面
を
掠
奪
し
た
の
で
あ
る
。

隆
慶
五
年
(
一
五
七
一
)
に
は
ア
ル
タ
ン
は
順
義
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
明
と
は
和
親
の
開
係
に
入
っ
た
の
で
、
青
海
の
両
人
も
亦
遁
境
に
害
を

興
え
る
よ
う
な
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
否
、
反
っ
て
青
海
及
び
嘉
陥
開
外
に
チ
ベ
ッ
ト
傍
寺
を
建
立
せ
ん
と
し
、
明
側
の
許
可
を
求
め
る
ま
で

に
な
っ
た
。
明
俸
は
次
の
ご
と
く
い
う
。

時
に
烏
斯
臓
の
信
に
活
併
と
稀
せ
ら
る
る
者
あ
り
。
諸
部
多
く
そ
の
数
を
奉
ず
。
丙
兎
乃
ち
焚
修
を
以
て
名
と
な
し
、
寺
を
車
円
海
及
び
嘉
俗
関
外
に
建
て
ん

こ
と
を
請
い
、
久
居
の
計
を
な
す
。

原
文
か
ら
誼
み
と
れ
る
の
は
、
丙
兎
は
青
海
方
面
に
久
居
す
る
計
霊
を
立
て
、
そ
の
た
め
に
人
心
を
牧
携
す
る
必
要
を
感
じ
、
諸
一
部
が
多
く
奉

じ
て
い
る
活
併
の
た
め
に
寺
院
を
建
て
法
舎
を
営
ま
ん
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
明
廷
で
は
こ
れ
を
許
可
し
な
い
空
気
が
強
か
っ
た
が
、
「
雄
官
」

が
そ
の
善
心
を
鼓
舞
す
る
に
若
か
ず
と
し
、
戎
の
順
逆
は
一
寺
の
遠
近
の
問
題
で
は
な
い
と
し
、
迭
に
許
可
を
輿
え
る
こ
と
に
し
た
〈
明
傍
)
。

こ
の
雄
官
が
高
扶
・
張
居
正
で
あ
る
こ
と
が
、
矢
野
氏
の
い
う
が
ご
と
く
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
張
居
正
は
隆
慶
元
年
四
月
か
ら
四
年
十
二
月
ま

- 82ー

で
膿
部
向
書
の
官
に
あ
っ
た
ゆ
ら
ハ
近
代
蒙
古
史
一
九
六
頁
〉
、
貫
は
隆
慶
四
年
ハ
一
五
七
O
〉
以
前
に
、
丙
兎
は
チ
ベ
ッ
ト
傍
数
と
の
密
接
な
交

。。

渉
を
開
始
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

嘉
靖
三
十
八
年
の
ア
ル
タ
ン
の
青
海
遠
征
は
明
俸
等
に
詳
し
い
が
、
こ
の
と
き
彼
が
チ
ベ
ッ
ト
併
教
に
接
近
し
た
と
い
う
記
事
は
な
い
。
し

か
し
こ
れ
よ
り
丙
兎
・
セ
チ
ェ
ン
ホ
ン
タ
イ
ジ
等
が
チ
ベ
ッ
ト
併
数
に
近
づ
く
よ
う
に
な
り
、

のン

の
周
固
に
は
漸
次
宗
激
的
雰
圏
気
が
存
在

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
ル
タ
ン
が
チ
ベ

ッ
ト
併
教
に
傾
倒
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
や
は
り
そ
の
よ
う
な
雰
圏
気
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
こ
れ

を
前
提
と
し
な
い
と
、
彼
が
信
仰
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
甚
だ
突
飛
な
現
象
と
な
る
。

事
質
、
貫
録
隆
慶
六
年
ハ
一
五
七
二
〉
正
月
に
、
総
督
王
崇
古
は
ア
ル
タ
ン
が
金
字
番
躍
の
給
付
と
チ
ベ

y

ト
併
信
を
波
遣
し
て
経
呪
を
惇
習

せ
し
め
ん
こ
と
を
願
出
た
こ
と
を
上
奏
し
ハ
蒙
古
史
料
八
、
五
五
頁
〉
、



虜
-
併
に
事
え
殺
を
戒
め
ん
と
欲
す
る
は
、
是
れ
即
ち
過
を
悔
い
諮
問
を
好
む
の
萌
な
り
。

と
い
い
、
躍
部
も
亦
許
可
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
穆
宗
は
こ
れ
に
従
っ
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
と
き
ア
ル
タ
ン
は
既
に
チ
ベ

y

ト
悌
敢
信

3
m
g
の
例
等
を
引
き
(
蒙
古
史
料
入
、

つ
い
で
再
び
王
崇
古
の
同
年
十
月
庚
申
の
奏
に
は
、
永
築
時
代
の
シ
ャ

l
キ
ャ
イ
シ

Im---ErE

二
O
頁〉、

仰
に
入
っ
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

今
虜
王
、
縫
組
字
の
番
経
を
乞
請
し
、
以
て
請
習
に
便
な
ら
ん
と
す
る
は
、
廃
に
査
給
し
て
天
朝
一
統
の
ル
怖
を
昭
か
に
す
べ
き
に
似
た
り
。
そ
の
刺
腕
・
西

番
等
の
俗
、
虜
衆
を
開
導
し
、
暴
に
易
う
あ
に
一
艮
を
以
て
す
れ
ば
、
功
は
斬
獲
の
下
に
在
ら
ん
や
。
宜
し
く
各
々
に
信
録
司
官
を
授
け
、
仰
て
稗
衣
・
信

帽
・
坐
具
等
の
物
を
給
し
、
以
て
虜
衆
を
折
ば
し
む
べ
し
。
〔
よ
っ
て
〕
諸
虜
-
恩
に
感
じ
数
に
違
い
、
貢
盟
愈
々
竪
く
、
遁
圏
、
氷
寧
な
る
に
牒
か
ら
ん
。
躍

部
覆
し
、
崇
古
の
請
に
従
う
。
惟
経
典
4

の
給
す
べ
き
な
し
。

と
い
っ
て
い
る
。
韓
担
字
の
番
鰹
と
い
う
の
が
、

モ
ン
ゴ
ル
語
の
併
典
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
一
そ
れ
は
存
在
す
る
筈
は
な
く
、
文
の
最
後
に

。。。。

「
経
典
の
給
す
べ
き
な
し
」
と
い
う
の
は
嘗
然
で
あ
る
。
多
分
こ
れ
は
崇
古
の
思
い
違
い
で
、
ア
ル
タ
ン
の
請
求
し
た
の
は
チ
ベ
ッ
ト
文
の
経

典
の
こ
と
で
応
ろ
う
。
チ
ベ
ッ
ト
併
典
で
あ
れ
ば
、
既
に
永
繁
八
年
に
永
祭
版
カ
ン
ギ
ュ
ル
が
北
京
で
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
J

印
刷
所
は
番
鰹
廠

凸
切

で
あ
っ
た
か
ら
、
恐
ら
く
こ
こ
で
は
他
に
も
多
く
の
チ
ベ

y

ト
経
典
が
開
版
・
印
刷
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
翌
寓
暦
元
年
三
月
己
亥
の
僚
に

は
(
蒙
古
史
料
入
、

一回
O
頁〉、

番
経
を
虜
酋
順
義
王
に
頒
迭
す
。
王
崇
古
の
奏
に
従
う
な
り
。

と
い
っ
て
お
り
、
明
か
に
チ
ベ
ッ
ト
傍
典
が
ア
ル
タ
ン
に
迭
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
迭
ら
れ
た
番
組
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
貫
録
に
は
金

字
経
三
部
、
奮
金
字
経
四
部
、
黒
字
経
五
部
と
あ
る
-が
〈
蒙
古
史
料
入
、
一
四
六
頁
〉
、
前
三
者
は
紗
寓
さ
れ
た
経
典
で
、
最
後
の
も
の
は
印
刷
さ

ω
 

れ
た
経
典
か
も
し
れ
な
い
。
寅
鋒
同
年
十
一
月
発
未
の
僚
に
は
、
併
像
・
番
経
を
給
し
た
の
み
で
な
く
、
前
に
繍
閉
経
し
た
番
信
二
人
に
も
衣
物

を
賜
っ
て
い
る
が
、

ー同
時
に
「
在
虜
番
信
九
人
」
に
官
を
授
け
、
稗
衣
・
坐
一
旦
ハ
・
借
帽
を
給
し
、
番
官
四
人
に
は
布
類
を
輿
え
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
嘗
時
既
に
ア
ル
タ
ン
の
下
に
若
干
の
チ
ベ

y

ト
備
が
い
た
こ
と
は
中
園
史
料
か
ら
も
置
関
さ
れ
る
の
で
あ
引
。
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而
し
て
源
流
に
よ
れ
ば
一
五
七
三
年
ハ
寓
暦
元
年
〉
に
ア
ル
タ
ン
は
再
び
東
北
チ
ベ
ッ
ト

O
R回
吋
喜
色
(
満
洲
語

ω島
由
ロ
ヨ
ロ

円
凶

に
遠
征
し
、
チ
ベ

v
ト
人
の
捕
虜
と
と
も
に
ア
リ
ク
ラ
引
〉
片
山
m

V
自
由
と
い
う
者
を
伴
い
鯖
っ
た

3
n
v
E含・
ω
-
N
H
H
〉
。
源
流
で
は
ア
ル

タ
ン
は
こ
の
併
借
の
勧
告
に
よ
り
チ
ベ
ッ
ト
併
数
を
信
仰
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
が
♀
E
・
〉
、
右
の
貫
録
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
以
前

か
ら
既
に
チ
ベ

y

ト
併
敬
の
信
仰
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

吋
三
M
m
C

向
川
悼

と
こ
ろ
で
第
三
代
ダ
ラ
イ
の
停
記
に
よ
れ
ば
、
ゾ
ゲ
ア
セ
ン
ラ
マ
恒
骨
o
m伺
〉

E
P
Z曲
目
?
な
る
者
が
一
五
七
一
年
(
隆
慶
五
年
〉
に
ア

ア
ル
タ
ン
は
心
動
か
さ
れ
、
最
初
の
招
請
の
使
者
を
迭
り
、
そ
れ
は
一
五
七
三
年

(
寓
暦
元
年
〉
に
レ
ボ
ン
恒
可

8
4
E白
に
到
着
し
た
〈
∞
∞
ロ

γ
切
-
8
5。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
源
流
に
い
う
七
三
年
の
遠
征
の
頃
に
は
ア
ル
タ

ル
タ
ン
の
幕
替
に
来
り
、
新
し
い
活
併
に
つ
い
て
紹
介
し
、

ン
は
既
に
第
三
代
ダ
ラ
イ
の
存
在
を
知
っ
て
お
り
、
従
っ
て
源
流
に
停
え
ら
れ
る
セ
チ
ェ
ン
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
手
引
に
よ
る
入
信
即
ち
ダ
ラ
イ
招

請
前
の
セ
チ
ェ
ン
の
勘
読
に
よ
っ
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
か
と
な
る
。
た
だ
第
三
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ

H

ソ
ェ
ナ
ム
ギ
ャ
ム
ツ
ォ

A
山
司

M
H
u
p
 

切
m
O
円
山
口
曲
目
白
同
m
E
B
g
r
o
〈
一
五
四
三
l
一
五
八
八
〉
は
布
敢
に
熱
心
な
高
借
と
し
て
の
名
撃
は
既
に
得
て
い
た
が
、
身
分
か
ら
い
え
ば
嘗
時

は
レ
ボ
ン
に
住
す
る
一
信
侶
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

- 84-

高
暦
三
年
二
月
に
は
ア
ル

タ
ン
は
再
び
チ
ベ
ッ

ト
入
信
侶
の
涯
遣
を
明
廷
に
求
め
て
い
る
。
朝
廷
で
は
通
事
官
一
名
、

チ
ベ
ッ
ト
信
ギ
ェ
ン

ツ
エ
ン
タ
ク
パ

岡
山

mヨ
-
g
g
y
g
m
g
m印
切
回
(
堅
参
札
巴
〉

等
四
名
を
迭
っ
た
(
蒙
古
史
料
入
、
二
三
四
頁
〉
。
尤
も
賓
録
に
エ
れ
ば
、

ギ
ェ
ン

ツ
エ
ン
タ
ク
パ
が
出
裂
し
た
の
は
四
年
二
月
辛
卯
で
あ
っ
て
、
や
は
り
番
経
を
持
っ
て
宣
大
の
軍
門
に
迭
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
ア
ル
タ
ン
の
下
に

回
剖

轄
迭
さ
れ
削
(
前
一
掃
書
二
七
一
事
。

右
の
諸
事
貧
に
よ
れ
ば
、
ア
ル
タ
ン
は
順
義
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
隆
慶
五
年
三
五
七
一
〉
の
直
後
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
併
数
に
閲
し
て
明
廷
と
も

交
渉
が
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
経
典
等
も
既
に
入
手
し
て
い
た
。
向
王
崇
古
は
こ
れ
ら
の
チ
ベ

y
ト
信
を
遺
る
に
つ
い
て
頗
る
一
意
一
を
用
い
、
細
心
の



ア
ル
タ
ン
も
亦
心
か
ら
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
借
使
節
等
を
歓
迎
ーし
て
い
る
。
武
功
録
〈
俺
答
俸
下
、

黄
台
吉
も
こ
の
頃
「
請
倫
建
費
」
し
て
い
る
が
、
こ
の
黄
台
育
は
、
文
の
前
後
よ
り
見
て
、
ア
ル
タ
ン
の
長
子
セ
ン
ゲ
ド
ゥ
レ
ン
ホ
ン
タ
イ
ジ

ω
g自
由

E
m
p
H
g
m
A
Oロ
m
S
1
t
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
意
を
操
っ
て
お
り
、

一
五
四
頁
〉
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
ダ
ラ
イ
の
停
記
に
よ
れ
ば
、
一
五
七
三
年
の
ア
ル
タ
ン
の
使
節
陪
贈
物
と
親
書
を
捕
え
て
お
り
、
前
述
の
ご
と
く
ダ
ラ

イ
を
モ
ン
ゴ
ル
に
招
請
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
翌
年
ダ
ラ
イ
は
使
節
と
曾
い
、
青
海
地
匡
冨
g
r
o
r
r同
に
て
舎
見
す
る
こ
と
を
申

ツ
オ
ン
ド
ゥ
イ
サ
ン
ポ
回
同

Z
S
Z同
5
z
g
旬
。
な
る
借
侶
を
使
者
と
し
て
逢
っ
た

(gur
匂
・
∞
害
、
別
畷
敬
史
二
二
八
頁
)
。

し
出
、

一
五

七
七
年
に
は
ア
ル
タ
ン
か
ら
迭
ら
れ
た
第
二
の
使
者
ア
ト
サ
ダ
ル
(
シ
〉

一件当
O
B
E
2
8
が
到
着
し
、
ア
ル
タ
ン
が
青
海
地
区
に
来
り
、

や
は
り
こ
こ
で
の
曾
見
を
希
草
し
て
い
る
と
と
を
停
え
て
、
ダ
ラ
イ
は
漸
く
青
海
に
出
裂
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
ハ

guγ
匂
-
8由、

劇院
嚇
数
史
二
二
六
頁
〉
。

一
方
源
流
に
よ
れ
ば
、

~ 85 ~ 

セ
チ
ェ
ン
ホ
ン
タ
不
ジ
が
一
五
七
六
年
円
高
暦
四
年
)
に
ア
一ル
タ
ン
を
訪
問
し
、
「
兵
馬
の
こ
と
は
既
に
充
分
な
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
今
生
・
来
世
に
利
容
す
る
た
め
に
南
方
多
雲
地
方
に
出
現
し
た
と
い
わ
れ
る
観
世
音
菩
薩
を
迎
請
し
て
逼
数
を
設
定
せ
ら
れ
た

し
」
と
読
き
、
ア
ル
タ
ン
も
そ
の
言
を
容
れ
、
丙
子
の
年
(
一
五
七
六
〉
に
週
請
使
を
渡
し
て
モ
ン
ゴ
ル
巡
錫
を
乞
う
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る

(ω口
r
E
ι
F
目

v
-
N
N

印
)
。
一
方
中
園
側
で
は
武
功
録

(
俺
答
俸
下
、
一
六
八
頁
〉
に
、

，寓
暦
五
年
(
一
五
七
七
〉
閏
八
月
の
こ
と
と
し
て
、

使
者
大
首
領
阿
恰

(
K
F
V
3
が
携
え
て
き
た
上
書
に
は
「
欲
迎
生
併
、
飲
長
生
水
」
と
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
。

使
者
を
出
す
と
と
も
に
明
廷
へ
も
使
節
を
出
し
て
青
海
で
の
舎
見
に
つ
い
て
の

τ解
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

ア
ル
タ
ン
の

恐
ら
く
チ
ベ

y

ト
ヘ
第
二
の

さ
て
ダ
ラ
イ
は
一
五
七
七
年
ハ
高
暦
五
年
)
十
一
月
二
十
六
日
に
レ
ボ
ン
を
出
震
し
た
ハ

g
u
y
同

v
・
8
曲
、
痢
噺
数
史
ニ
ニ
九
頁
)
。

し
か
し
ダ
ラ

イ
が
青
海
ま
で
赴
き
、

ガ
ン
d

ア
ン
チ
バ

ア
ル
タ
ン
ハ
ン
と
曾
見
す
る
と
い
う
こ
と
は
ゲ
ル
ク
パ
に
と
っ
て
非
常
に
重
大
な
事
件
で
あ
っ
た
。

り
関
与

E
g
w
v
z
官
と
地
守
護
者

ω曲
目
S
o
p
(
H王
〉
の
タ

シ
l
ラ
プ
テ
ン
切

W
E
の
目
的

E
V
V
H
Sロ
等
多
く
の
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借
俗
が

ν
テ
ン
初
当
同

m
m
g
p
ま
で
見
、逢
っ
た
が

(gur-u・2
r、
劇
噺
数
史
二
三

O
頁
)
、
そ
の
う
ち
後
者
は
豪
族
ガ
γ
デ
ン
・
ハ
ロ
関
与
，
E
S
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M
H
u"
 

H
V

同
の
タ
シ

l
ラ
プ
テ
ン
に
相
違
な
い
。
道
程
に
お
い
て
ダ
ラ
イ
は
ハ
ン
グ

H
U
Y

ロロ

gyom由
自
由
包
括
可
釦
-
m
-
E
で
落
慶
法
要
を
行
っ
た
が

(guF・唱
-
E白)、

引り“u
 

河
北
岸
の
宰
抱
羅
海
阿
林
で
あ
ろ
う
。
セ
チ
ェ
ン
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
一
行
を
途
中
ま
で
出
迎
え
、

民間
p
p
m

で
新
に
建
て
ら
れ
た
プ
ン
ツ
オ
ク
ナ
ム
ギ
ェ
ル
リ
ン

ハ
ン
ゲ
は
多
分
ブ
ッ
ク
ス
の
地
固
に
見
え
る
ホ
ユ
ユ
ン

一
五
七
八
年
(
高
暦
六
年
)
五
月
十
五
日
に
ダ

ラ
イ
は
ア
ル
タ
ン
と
遂
に
禽
見
し
た
ハ

g
u
r
司
・
申
号
、
刺
繍
数
史
二
一
三
頁
)
。

舎
見
の
場
所
は
、
源
流
に
丁
丑
の
年
〈
一
五
七
七
〉
に
右
繁
一
高
人
が
チ
て
フ
チ
ャ
ル
ロ
与
n
苛
丘
地
方
に
至
り
、
寺
院
建
立
に
か
か
り
、

同
年
に
ア
ル
タ
ン
は
右
翼
三
部
の
人
々
と
と
も
に
チ
ャ
プ
チ
ャ
ル
に
至
り
、
最
初
の
往
迎
者
を
涯
遣
し
た
と
い
う
か
ら
窃
岳
包
含
・
匂
-
N
N
3
、
チ

ャ
ブ
チ
ャ
ル
(
青
海
省
共
和
豚
)
と
見
て
差
支
え
な
い
。
同
時
に
源
流
に
は
、
ダ
ラ
イ
が
つ
い
で
ウ
ラ
シ
ム
レ
ン

C
F苫
ロ

g背
開
口

に
お
い
て

奇
蹟
を
現
じ
た
こ
と
を
い
う
が
凶
Z
与
し
、
こ
の
ウ
ラ
ン
ム
レ
ン
は
明
か
に
チ
て
フ
チ
ャ
ル
の
側
を
流
れ
る
ウ
ラ
ン
プ
ラ
グ
ゴ

l
ル

C
E苫
ロ

“HU
 

E
-
4
3己
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

舎
見
の
地
に
つ
い
て
ロ

y

ク
ヒ
ル
巧
・
宅
-
M
C
)
n
F
巳
は
一
五
七
五
年
に
セ
チ
ェ
ン
ホ
ン
タ
イ
ジ
・
」
ソ
ル
タ
ン
ハ
ン
等
は
ダ
ラ
イ
を
迎
請

“HU担

し
、
ダ
一
フ
イ
は
こ
れ
に
麿
じ
て
七
六
年
に
オ
ル
ド
ス
地
方
に
来
り
、
非
常
な
敬
雄
優
待
を
受
け
た
と
い
い
、
以
前
に
は
こ
の
オ
ル
ド
ス
読
が
漠

然
と
信
用
さ
れ
て
き
た
が
、
矢
野
氏
の
疑
っ
た
ご
と
く
(
近
代
蒙
古
史
ご

O
四
頁
〉
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

-86ー

ハ
ワ

I
ス
国
・
出
・
国
0
4
5
H
F
は

五
七
八
年
に
活
併
は
初
め
て
チ
ャ
プ
チ
ャ
ル
斗
Eσ
ロ
E
可
巳
に
至
り
、
ア
ル
タ
ン
・
セ
チ
ェ
ン
ホ
ン
タ
イ
ジ
と
曾
っ
た
こ
と
を
い
っ
て
い
る

的

μが
、
そ
れ
は
源
流
に
そ
の
ま
ま
援
っ
た
も
の
で
あ
る
。
源
流
の
こ
の
記
事
の
典
擦
は
八
種
の
記
録
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
原
の
も
の
は

大
置
に
お
い
て
第
三
代
ダ
ラ
イ
の
停
記
に
擦
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
か
ら
、
糠
流
の
こ
の
記
載
は
正
し
い
。
矢
野
氏
は
ハ
ワ

l
ス
が
「
活
傍

“HH倒的以

が
-
初
め
て
蒙
古
に
姿
を
現
し
た
」
と
い
う
の
は
諜
り
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
れ
も
氏
の
い
う
ご
と
く
で
あ
る
。

四

さ
て
雨
者
は
フ
ピ
ラ
イ
ハ
ン
と
パ
ク
パ
ラ
マ
ハ
U
パ
ス
パ
〉
と
の
闘
係
を
憶
念
し
、
そ
の
各
々
に
相
手
を
擬
し
て
好
意
的
な
、

叉
幾
分
阿
詣



凶

的
な
挨
拶
を
交
し
た
。
ダ
ラ
イ
は
セ
チ
ェ
ン
ホ
ン
タ
イ
ジ
に
封
し
次
の
ご
と
く
い
っ
た
(
思
U
H
-
-
M
Y
8
6
0

円
持
田
吋
〈
モ
ン
ゴ
ル
の
支
配
階
級
)
は
天
の
系
統
よ
り
分
れ
て
勢
力
大
な
り
し
か
ば
、
中
園
・
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
三
園
を
力
を

以
て
支
配
せ
り
。
サ
キ
ャ
パ
と
所
依
・
能
依

g
n
y
o
品
百
ロ
の
関
係
を
結
び
、
教
法
は
弘
め
ら
れ
た
り
。
門
し
か
れ
ど
も
〕
又
テ
ム
ル
帯
(
順
一
帝
υ
の
と
き

「
品
別
に
チ
ャ
カ
ル
の
y
m

よ
り
数
法
は
衰
え
、
所
業
は
悪
し
く
、
血
肉
相
食
う
こ
と
の
み
を
喜
び
て
暗
聞
に
墜
ち
、
血
海
の
島
の
ご
と
く
な
れ
り
。
〔
今
〕
所
依
・
能
依
は
日
月
の
と
も

に
並
ぶ
ご
と
き
恩
寵
に
よ
り
正
法
の
道
を
輿
う
べ
し
。
こ
の
血
海
を
乳
〔
海
〕
に
舞
え
る
こ
と
の
大
な
る
恩
寵
に
よ
り
、
こ
の
地
に
あ
る
中
園
・
チ
ベ
ッ
ト
・

モ
γ
ゴ
ル
す
べ
て
の
者
は
十
徳
の
戒
に
住
す
べ
し
。
太
陽
は
今
日
よ
り
特
に
チ
ャ
カ
ル
の
上
に
戒
と
と
も
に
あ
り
。

従
前
モ
ン
ゴ
ル
人
死
せ
る
と
き
に
は
高
下
の
別
に
従
い
、
自
ら
の
妻
・
従
僕
・
馬
・
財
(
家
畜
〉
等
を
犠
牲
と
し
て
献
げ
た
る
も
、
今
よ
り
は
犠
牲
の
封
象

に
墜
か
な
る
馬
・
財
等
を
伴
う
を
心
の
欲
す
る
ま
ま
に
す
る
こ
と
を
や
め
、
借
伽
と
ラ
マ
に
献
げ
、
祝
福
と
祈
祷
を
願
え
。
死
者
に
従
わ
せ
ん
こ
と
を
思
い

て
犠
牲
を
献
ぐ
る
こ
と
を
決
し
て
な
す
な
。
も
し
以
前
の
ご
と
く
に
人
を
殺
す
(犠
牲
と
し
て
献
ぐ
る
〉
も
の
あ
ら
ば
、
戒
に
よ
り
て
身
鐙
よ
り
生
命
離
れ

併比'ふ
v
h
"

・
uw

ん
。
馬
・
家
畜
を
殺
す
も
の
あ
ら
ば
、
戒
に
よ
り
て
す
べ
て
の
財
は
波
放
さ
れ
ん
。
ラ
マ
・
信
伽
の
習
慣
す
も
て
る
も
の
を
殴
打
し
、
戒
を
破
る
も
の
等
の

手
を
下
す
こ
と
あ
ら
ば
、
下
手
人
の
す
べ
て
の
財
産
は
散
棄
せ
よ
。

-

一

前
に
オ

γ
ゴ
ッ
ト
。
p
r
r
&
と
稽
し
て
、
す
べ
て
の
死
者
の
像
と
な
せ
し
も
の
に
名
附
け
、
各
月
の
満
月
・
新
月
・
八
の
百
三
が
日
に
殺
せ
る
馬
・
家

畜
の
血
を
以
て
供
養
し
、
年
々
の
供
養
の
た
め
に
高
下
の
別
に
〔
従
い
〕
無
数
〔
の
動
物
〕
を
殺
せ
し
者
等
は
、
今
よ
り
以
後
そ
の
諸
像
を
焼
き
棄
て
、
年
月
の

供
養
に
は
犠
牲
を
必
ず
献
ぐ
る
こ
と
な
か
れ
。
も
し
が
く
な
す
も
の
あ
ら
ば
戒
を
破
る
も
の
に
、
馬
・
財
何
れ
を
殺
す
も
、
そ
の
十
倍
は
波
牧
せ
よ
。
オ
ン

ゴ
ッ
ト
を
境
き
棄
て
ざ
れ
ば
〔
そ
の
〕
家
を
破
棄
せ
よ
。
オ
ン
ゴ
ッ
ト
の
代
り
に
智
慧
の
六
手
併

J
P
3臼

-q-
目
m
g
MUC
H
u
r
u
B
m
e
a
M
M同
の
像
を
置

き
、
そ
れ
に
三
帥
の
供
養
の
外
、
血
肉
の
供
養
は
決
し
て
な
す
な
か
れ
6

1
l

、

町

久

-

A

同
亦
す
べ
て
の
人
々
は
〔
十
善
の
〕
徳
行
を
修
め
、
満
月
・
新
月
・
入
の
日
の
三
が
日
に
は
斎
戒
を
守
れ
。
中
園
・
チ
ベ
ッ
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
の
人
々
よ
。
不
必

要
な
略
奪
・
征
服
を
な
す
な
か
れ
。

約
言
す
れ
ば
、
チ
ベ
ッ
ト
の
ウ
イ
・
ツ
ァ
ン
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
こ
の
地
方
に
お
い
て
も
な
さ
る
べ
し
。
」

こ
れ
に
加
う
る
に
観
世
音
の
念
呪
・
数
訓
・
供
養
法
等
を
逼
誇
が
モ
ン
ゴ
ル
語
に
課
し
た
の
で
皆
人
々
は
理
解
し
、
六
字
員
言
の
念
請
に
努
め

- 87ー
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る
に
至
っ
た
と
い
う
。

右
の
ダ
ラ
イ
の
言
葉
は
嘗
時
の
モ
ン
ゴ
ル
の
風
習
を
寓
し
て
興
味
深
い
が
、
導
言
は
と
も
か
く
し
て
、
先
ず
第
一
段
に
お
い
て
強
制
的
で
あ

れ
任
意
的
で
あ
れ
殉
死
を
絶
射
に
禁
止
し
、
第
二
段
に
お
い
て
シ
ャ

1
マ
ユ
ズ
ム
の
紳
オ
ン
ゴ
ン
を
棄
て
、
そ
れ
に
閲
す
る
犠
牲
も
絶
劃
に
禁

止
し
、
代
っ
て
傍
像
を
瞳
奔
す
る
こ
と
を
勘
め
て
い
る
。
併
数
本
来
の
殺
生
戒
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
勧
告
は
嘗
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
叉
ア

ル
タ
ン
ハ
ン
が
既
に
チ
ベ
ッ
ト
併
数
の
信
仰
に
入
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
い
え
る
こ
と
で
、
ダ
ラ
イ
の
偉
大
き
に
打
た
れ
て
ア
ル
タ
ン
が
突
如
と

し
て
コ
ベ
ル
ニ
ク
ス
的
轄
回
を
途
げ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
オ
ン
ゴ
ン
は
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
信
仰
す
る
固
有
の
紳
で
あ

り
、
そ
の
鐙
制
に
深
く
か
か
わ
る
存
在
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
の
鹿
棄
を
勤
読
し
た
ダ
ラ
イ
-
の
宗
教
的
情
熱
に
は
感
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
は

い
う
も
の
の
オ
ン
ゴ
ン
の
信
仰
が
、
ダ
ラ
イ
の
-
片
の
勤
告
で
蝿
む
筈
は
な
く
、
そ
の
後
も
向
モ
ン
ゴ
ル
の
聞
に
こ
の
紳
の
信
仰
が
存
在
し
た

こ
と
は
、
近
代
の
各
種
の
調
査
報
告
が
鯛
れ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
し
チ
ベ
ッ
ト
併
数
が
普
及
し
た
所
で
オ
ン
ゴ
ン
の
信
仰
が
漕
在
的

に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
亦
事
買
で
あ
る
。
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次
い
で
こ
の
曾
見
の
地
に
寺
院
が
建
立
さ
れ
、
そ
れ
は
テ
グ
チ
ェ
ン
チ
ョ
エ
コ
ル
リ
ン
、
H
d巾
m
n
r
g
n
r
s
f
w
r
R
m
-
5
と
名
附
け
ら
れ

た

宙

ωur
ヲ
由
宏
、
刺
轍
数
史
二
三
五
頁
〉
。

そ
れ
よ
り
所
依
・
能
依
の
禽
え
る
そ
の
地
を
伽
藍
を
建
立
す
る
地
と
し
て
な
ら
し
、
中
園
の
多
く
の
熟
練
せ
る
工
人
を
招
集
し
建
て
た
る
清
浄
な
る
舘
に
、

三
世
併
・
ツ
オ
ン
カ
パ

2
0
ゲ

F
S
T
ダ
ラ
イ
自
ら
の
身
像
〔
を
置
き
、
そ
の
〕
右
・
左
・
一前
の
=
一
方
に
怖
威
傍

gH何
回
日
々
&
・
観
世
一
音
等
の
併
堂
各
々

十
六
柱
の
庚
さ
の
あ
る
も
の
を
建
て
た
り
。
そ
の
聞
に
菩
薩
・
夜
叉
ニ
者
の
傍
堂
・
ベ
ハ
ル
の
小
塔
り
目
指
昏
回
二
no
問
、
前
方
の
左
右
に
居
舘
オ
ェ
セ
ル
殿

z
a
N
O『
同
任
。
可
思
・
デ
チ
ェ
ン
殿
回
常

n
r
8
4MM}HOVEP、
す
べ
て
に
大
な
る
天
蓋
等
を
附
し
、
中
閣
の
様
式
に
て
建
て
、
三
重
の
塘
壁
を
繰
ら

せ
、
テ
グ
チ
ェ
ン
チ
ョ
エ
コ
ル
リ
ン
と
名
附
け
た
り
。
〔
か
く
し
て
〕
四
方
に
静
寂
は
披
ま
り
、
力
あ
る
熔
祭
を
な
し
、
各
々
の
教
え
と
-
致
せ
る
よ
き
徴
あ

り
、
港
慶
の
法
要
は
普
く
行
、
わ
れ
た
り
。

寺
院
建
立
の
地
は
嘗
然
チ
て
フ
チ
ャ
ル
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ダ
ラ
イ
俸
に
は
そ
の
地
名
を
明
記
し
て
い
な
い
。
し
か
し
寅
録
寓
暦
五
年



四
月
美
亥
の
俊
民
同
曲
家
古
史
料
品
八
、
三
一
一
一
頁
〉
、

順
義
一玉
俺
答
、
寺
を
西
海
の
岸
に
建
て
、
寺
額
を
以
て
請
う
。
名
宏
仰
撃
と
賜
う
。

と
あ
り
、
参
照
の
別
本
に
は
(
前
掲
書
〉
、

総
督
=
一
漫
都
御
史
石
茂
筆
、
題
し
て
依
(
決
〉
せ
ら
る
。
虜
の
順
義
王
俺
答
、
西
海
又
又
城
に
寺
所
を
倫
蓋
し
前
来
し
て
醗
認
す
。
工
完
り
て
寺
額
を
乞
器
開

す
。
旨
を
奉
じ
て
寺
名
を
奥
え
て
仰
華
と
な
す
。

と
あ
る
。
又
又
城
は
叉
叉
城
の
誤
り
と
す
れ
ば
、
叉
叉
は
の
ち
巳
可
即
日
を
寓
し
た
も
の
に
相
違
な
く
、
そ
こ
に
建
て
ら
れ
た
寺
院
が
仰
華
寺
な

の
で
あ
る
。
又
青
海
の
寺
院
を
数
多
く
説
明
す
る
テ
プ
ギ
ャ
ム
に
も

S
P
♂
同
】
・
ミ
)
、

ツ
ァ
プ
ツ
7

テ
グ
チ
ェ
ン
チ
ョ

エコ

ル
リ
ン
吋
m
E
σ
z
r曲、
H
，
z
m
n
v
g
n
v
g
v
rro円
包

5
に
お
い
て
、
中
園
の
熟
練
せ
る
工
人
云
云

と
あ
っ
て
、
績
く
説
明
文
は
右
の
ダ
グ
イ
俸
の
文
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
テ
グ
チ
ェ
シ
チ
ョ
エ
コ
ル
リ
ン
寺
は
チ
て
フ
チ
ャ

ル
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
詮
明
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
こ
の
寺
院
は
、
第
二
の
招
請
使
ア
ト
サ
ダ
ル
ハ
ン
が
、
ダ
ラ
イ
の
青
海
、
巡
錫
の
』確
答
を
得

て
園
に
信
仰
り
ハ
刺
繍
数
史
二
二
九
頁
〉
、

-89 -

しと
たあ
こる
との
にに
なー
る悶致
。し

諸
人
は
喜
び
て
青
海
の
チ
ャ
プ
チ
ャ
ル
の
宮
v
n
y
F
U
B
-
と
名
附
く
る
土
地
に
大
寺
院
を
建
立
せ
り
。

一
五
七
六
年
に
着
工
し
、
巡
錫
直
前
に
明
廷
か
ら
仰
華
寺
の
寺
額
を
輿
え
ら
れ
、
そ
こ
に
ダ
ラ
イ
を
落
慶
法
要
に
迎
請

向
そ
の
と
き
ハ

γ
か
ら
ダ
ラ
イ
に
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
ワ
ジ
ル
ダ
ラ
吋
同
】
田
宮
巴
曲
目
印
話
〕

g
b
g
g
即
ち
ヴ
ィ
シ
品
ヌ
持
金
剛
同

ruBσ

E
a
H仏
O
H」
白
ザ
ロ

Z
P
の
稽
蹴
が
奉
ら
れ
、
ダ
ラ
イ
は
ハ
ン
に
法
王
大
発
天
の

}
H
E
r
-
H
m
u主
唱
0
5品目

Z
E
P
宮

ロ

r
g
H
E
の
稽

慌
を
贈
っ
た
ハ
思
U
H
J
H
U
-
S
6
。
ソ
ェ
ナ
ム
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
は
こ
こ
に
一
初
め
て
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
呼
ば
れ
、
そ
の
後
チ
ベ

y

ト
以
外
で
は
専
ら
こ
の

川町
的
悩

名
で
一彼
の
轄
生
者
は
稿
せ
ら
れ
る
v

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

479 

こ
の
際
ア
ル
タ
ン
か
ら
莫
大
な
贈
物
が
ダ
ラ
イ
に
献
げ
ら
れ
た
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、

ハ
ン
は
チ
ベ

y

ト
本
土
の
ゲ
ル
ク
パ
に
関
係
す
る
諸
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勢
力
へ
の
献
品
も
忘
れ
な
か
っ
た
。
ハ
ン
は
ア
セ
ン
ラ
マ
を
使
者
と
し
、
ガ
ン
デ
ン
・
セ
ラ

・
レ
ボ
ン
は
い
う
に
及
ば
ず
、
チ
ョ
カ
ン
(
旬
。

古
川
島
八
】
o
v
o
n
}
M
M
W
Fヨ
)
に
も
敬
意
を
表
し
、
ツ
ェ
タ
ン
H
N
Z
?
コ
ン
カ
ル
の
o
p
門

H
W
R
・
ギ
ャ
リ
岡
山
号
伊
同
日
・
ガ
ン
デ
ン
パ
等
ゲ
ル

ク
パ
に
好
意
一
を
も
っ
宗
激
的
・
政
治
的
諸
勢
力
に
も
品
物
を
贈
っ
た
の
で
あ
る

(guy-u・ミ白)。

五

ダ
ラ
イ
の
停
記
、
ジ
ク
メ
等
に
擦
る
と
、
ダ
ラ
イ
と
ア
ル
タ
ン
の
出
曾
い
は
一
幅
の
宗
数
董
の
ご
と
く
重
か
れ
て
い
る
。
美
々
し
い
ダ
ラ
イ

の
行
列
、
膨
大
な
ハ
ン
の
贈
物
の
山
、
絢
欄
た
る
諸
行
事
、
信
仰
の
奨
め
、
殺
生
の
戒
、
稽
披
の
交
換
、
落
慶
式
、
そ
の
何
れ
を
と
っ
て
も
卒

和
的
な
曾
見
そ
の
も
の
を
表
わ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
中
園
側
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
ア
ル
タ
ン
が
青
海
に
こ
の
度
現
れ
た
の
は
皐
に

純
宗
数
的
な
喪
心
に
よ
っ
て
ダ
ラ
イ
に
曾
う
た
め
と
ば
か
り
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

峨日
削
M
W

明
俸
に
よ
れ
ば
丙
兎
が
青
海
に
擦
っ
た
頃
、
「
河
套
の
士
口
能
の
従
子
、
俺
答
の
従
孫
」
に
切
壷
台
士
口
、
が
あ
り
、
彼
は
丙
兎
に
従
っ
て
青
海
に

行
っ
た
が
、
志
を
得
ず
、

ア
ル
タ
ン
に
援
兵
を
求
め
た
と
い
う
。
こ
の
切
壷
が
前
述
の
セ
チ
ェ
ン
ホ
ン
タ
イ
ジ
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

- 90ー

セ

チ
ェ
ン
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
源
流
に
援
る
と
、

ア
ル
タ
ン
の
尖
兵
と
し
て
屡
々
西
方
の
諸
族
と
戦
っ
て
い
る
。

一
五
七
二
年
(
隆
慶
六
年
〉
に
は
、
そ
の
弟
プ
ヤ
ン
ダ
ラ
フ
ラ
チ
パ
I
ト
ル
切
口
苫
ロ
円
四
回
E
Sロ・

一
五
六
二
年
(
嘉
靖
四
十
一
年
〉
に
は

イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
河
に
ト
ル
ゴ
l
ト
部
を
討
ち
、

gnF
ゲ
ミ
注
目
を
中
心
に
セ
チ
ェ
ン
一
家
を
奉
げ
て
ト
ク
マ
ッ
ク
の
カ
ザ
フ
を
撃
っ
て
い
る
(
東
E
史
七
八
五
頁
〉
。
ト
ク
マ
ッ
ク
と
い
う
の
は

モ
ン
ゴ
ル
人
の
キ
プ
チ
ャ
ッ
ク
諸
部
に
劃
す
る
通
稀
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
源
流
に
い
う
阿
克
薩
爾
汗
は
カ
ザ
フ
の
〉
}
自
白
鳥
官
官
ロ
と
い
う

の
が
和
田
氏
の
考
定
で
あ
る
(
前
掲
書
八
入
二
頁
)
。
こ
の
戦
闘
に
大
敗
し
て
モ
ン
ゴ
ル
は
引
揚
げ
た
が
、
一
五
七
三
年
(
高
暦
元
年
)
に
セ
チ
ェ

ン
は
復
讐
の
師
を
起
し
、
漸
く
勝
利
を
占
め
た
。
而
し
て
翌
七
四
年
に
は
彼
は
オ
イ
ラ
ッ
ト
。

1
E仏
を
征
伐
し
、

ホ
イ
ト

ο。
可
正
を
降

し
、
バ

l
ト
ゥ
ト
回
呉
国
Z
仏
・
チ
ョ
ロ
ス
の

2
2
を
従
え
た
〈
前
掲
書
七
九
三
頁
)
。
し
か
し
こ
の
形
勢
は
先
に
青
海
に
入
っ
て
い
た
賓
兎
等

と
オ
イ
ラ
ッ
ト
と
の
シ
リ
ア
ス
な
敵
封
闘
係
を
生
じ
た
ら
し
い
。
揮
何
時
可
の
俺
答
後
志
に
は
〈
前
掲
書
七
九
七
頁
所
引
〉
、



高
暦
五
年
七
月
、
賓
兎
、
瓦
刺
に
仇
し
、
虜
王
に
行
か
ん
こ
と
を
要
む
。
虜
玉
迎
併
を
以
て
上
請
を
な
し
、
西
符
す
:
:
:
十
月
、
虜
王
、
豊
州
を
愛
す
。
六

年
四
月
、
賓
兎
、
虜
王
を
挟
み
、
熟
蕃
甘
臓
の
諸
族
を
掠
し
、
大
に
獲
せ
り
。

と
あ
り
1

全
港
略
記
(
各
五
、
二
二
丁
左
〉
に
も
同
様
の
こ
と
が
見
え
る
。

一
方
明
俸
に
は
、

俺
答
既
に
瓦
刺
に
抵
り
、
一
戦
敗
れ
て
還
る
。
乃
ち
書
を
甘
粛
の
守
匡
に
移
し
、
道
を
俵
り
て
烏
斯
蕨
に
赴
か
ん
と
す
る
に
至
る
。
守
匡
拒
む
能
わ
ず
。
遂
に

甘
粛
を
越
え
て
、
南
の
か
た
諸
晶
闘
を
〔
青
〕
海
上
に
曾
す
。
番
入
金
之
疾
繭
に
遭
い
、
多
く
歳
徒
す
。

と
あ
る
。
明
俸
は
切
壷
台
士
ロ
が
「
屡
掠
番
人
。〈
瓦
刺
?
〉
不
得
志
」
し
て
ア
ル
タ
ン
の
援
を
求
め
、
右
の
結
末
に
な
っ
た
こ
と
を
い
う
。
俺
答

後
志
の
記
事
と
考
え
合
せ
て
、
セ
チ
ェ
ン
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
オ
イ
ラ
ッ
ト
を
征
伐
し
た
が
、
そ
の
報
復
が
直
に
寓
暦
五
年
の
オ
イ
ラ
ッ
ト
と
賓
兎

と
の
戦
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
賓
兎
と
セ
チ
ェ
ン
と
は
同
じ
く
グ
ン
ピ
リ
ク
メ
ル
ゲ
ン
ジ
ノ
ン
の
孫
で
あ
り
、
従
兄
弟
の
開
柄
で
あ
る
か

ら
、
賓
兎
は
セ
チ
ェ
ン
を
逼
じ
て
ア
ル
タ
ン
の
出
馬
を
懇
請
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
明
停
に
い
う
よ
う
に
、
果
じ
て
ア
ル
タ
ン
が
オ

の
が
あ
る
(
蒙
古
史
料
八
、
三
二
六
頁
〉
。
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イ
-
フ
ッ
ト
の
征
伐
に
出
動
し
た
の
か
ど
う
か
は
経
丹
わ
し
い
。
貫
録
高
暦
五
年
間
八
月
丙
成
の
兵
部
尚
書
王
崇
古
の
言
は
こ
の
黙
注
意
す
べ
き
も

今
歳
の
春
、
一
初
め
俺
答
、
書
を
以
て
迭
に
迭
り
、
医
に
寄
せ
て
謂
う
。
そ
の
姪
孫
の
套
歯
切
嚢
責
台
呈
ロ
〕
、
西
福
岡
恒
赴
き
、
活
併
を
迎
車
中
せ
ん
こ
と
を
請

う
。
臣
久
し
く
、
套
合
連
年
、
番
を
鎗
し
、
未
だ
志
を
得
ず
、
俺
答
の
衆
を
捕
え
て
南
援
し
、
以
て
報
復
を
求
め
ん
と
欲
す
る
を
聞
く
。
但
、
俺
答
年
老
い
、

闘

力
遠
行
し
難
し
。
臣
、
官
官
を
作
る
毎
に
、
ま
た
こ
れ
を
宣
大
の
督
撫
と
議
し
、
各
々
官
通
を
差
し
て
こ
れ
を
留
む
。
彼
密
に
官
遁
に
語
り
、
ま
た
書
を
作
り

て
臣
に
謝
し
、
匡
の
彼
を
留
む
る
を
以
て
愛
厚
と
な
す
。
匡
固
よ
り
、
西
行
の
事
は
虜
王
の
士
山
に
非
る
を
知
る
な
り
。

こ
れ
に
よ
る
と
ア
ル
タ
ン
自
身
は
既
に
遠
征
に
堪
え
る
状
態
に
は
な
く
、
自
ら
も
気
が
準
ま
な
か
っ
た
ら
し
い
。

ア
ル
タ
ン
を
最
も
よ
〈
知
る

崇
古
の
言
だ
け
に
、
こ
の
史
料
は
生
き
て
い
る
と
思
う
。
張
居
正
が
ダ
ラ
イ
か
島
贈
物
を
さ
れ
た
と
き
の
上
奏
に
は
(
蒙
古
史
料
八
、
=
一
八
八

頁)、
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去
年
(
蔦
暦
四
年
)
虜
色
、
活
併
を
迎
見
す
る
を
以
て
名
と
な
し
、
西
捻
を
意
園
す
。
因
て
敬
う
る
に
善
を
な
し
殺
を
戒
む
る
を
以
て
し
、
そ
の
西
掠
を
阻
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み
、
こ
れ
に
回
集
を
動
む
。

と
あ
る
が
、
結
局
ア
ル
タ
ン
は
活
併
の
言
を
利
用
し
て
オ
イ
ラ
ッ
ト
と
の
戟
を
中
止
し
東
遷
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

武
功
録
ハ
俺
答
俸
下
、
一
六
八
頁
〉
に
あ
る
五
年
間
八
月
の
記
事
は
更
に
こ
の
聞
の
鰹
緯
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

是
よ
り
先
、
河
套
の
諸
曾
、
瓦
刺
を
略
し
、
そ
の
信
長
数
人
を
殺
す
。
兵
馬
の
死
折
す
る
者
、
己
に
千
も
て
数
ぅ
。
故
を
も
っ
て
諸
含
皆
感
慨
し
、
嘉
硲
関

に
休
舎
し
、
怨
を
報
ぜ
ん
と
欲
し
て
遁
ち
俺
答
に
約
す
。
俺
答
春
秋
七
十
、
老
若
し
て
馬
に
乗
り
難
し
。
た
だ
詐
り
て
こ
れ
を
許
す
も
、
貨
は
往
く
を
欲
せ

ざ
る
な
り
。
巳
に
し
て
遁
ち
切
圭
密
資
台
士
ロ
の
請
に
迫
ら
れ
、
永
郁
ト
・
襖
見
都
司
-
M
F
ロ
刺
恨
及
び
宣
大
の
諸
酋
長
を
徴
し
、
井
に
西
寧
に
て
茶
市
を
開
か
ん

」
と
を
乞
う
。

河
套
の
諸
酋
が
'オ
イ
ラ
ッ
ト
を
征
し
て
数
人
の
酋
長
が
殺
さ
れ
た
と
い
う
の
は
源
流
の
記
載
に
一
致
し
、
そ
の
敗
戦
の
後
始
末
に
ア
ル
タ
ン
は

狩
り
出
さ
れ
た
。
し
か
し
寄
る
年
渡
で
、
彼
は
騎
乗
し
て
行
く
の
が
困
難
で
あ
っ
た
。
彼
が
こ
の
西
征
を
喜
ば
な
か
っ
た
の
は
嘗
然
で
あ
る
。

又
同
室
田
〈
巻
一
四
切
重
責
台
士
ロ
停
、

一
七
五
頁
〉
に
は
、
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了
丑
(
高
暦
五
年
、

一
五
七
七
年
)
春
、
西
寧
に
赴
き
請
う
て
日
く
、
主
同
は
西
海
に
往
き
、
活
併
を
迎
え
、
長
生
水
を
飲
ま
ん
と
欲
す
。
残
躯
を
保
つ
を
得

る
の
可
な
る
に
近
か
ら
ん
か
と
。
関
吏
戒
厳
し
、
ま
た
許
さ
ず
。
是
よ
り
先
、
切
表
、
俺
答
に
衆
を
捕
え
て
西
援
せ
ん
こ
と
を
約
し
、
以
て
志
を
番
夷
に
得

る
を
求
む
。
俺
答
口
に
許
す
と
離
も
、
寅
は
春
秋
七
十
を
険
え
、
手
足
袋
鎌
た
ら
ざ
る
を
以
て
、
殊
に
往
く
を
欲
せ
ず
。

と
あ
っ
て
右
と
同
様
の
こ
と
を
述
べ
、
更
に
、

而
し
て
督
医
方
逢
時
ま
た
一
箇
の
使
を
遣
し
、
照
尺
の
書
を
奉
じ
て
遮
留
し
、
「
王
幸
に
し
て
往
く
な
か
れ
」
と
。
俺
答
、
退
い
て
唯
々
た
り
。
是
の
時
に
嘗

り
、
俺
答
方
に
日
夜
美
好
の
妾
し三
一
娘
子
を
擁
し
、
帳
中
に
坐
し
て
快
祭
を
な
し
、
畏
慢
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
濁
り
惟
死
亡
あ
る
の
み
。
切
登
は
普
く
奇
兵

を
用
う
。
西
鎗
は
置
い
て
論
ぜ
ず
、
忽
ち
中
よ
り
須
央
に
し
て
起
ち
、
迎
併
・
長
生
を
以
て
こ
れ
を
釜
動
す
。
是
に
お
い
て
俺
答
、
三
娘
子
を
捕
え
、
部
を

傾
け
て
西
海
に
往
き
併
を
迎
う
。

と
あ
っ
て
一
一
層
詳
し
く
、

セ
チ
ェ
ン
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
活
俳
迎
請
を
名
と
し
て
ア
ル
タ
ン
を
引
出
し
西
征
と
へ
向
わ
し
め
ん
と
し
た
こ
と
が
歴
然



と
し
て
い
る
。
武
功
銭
〈
切
重
責
台
吉
停
、

一
七
五
頁
)
は
引
繍
き
、

切
室
、
俺
答
の
傍
を
迎
え
て
ま
さ
に
そ
の
術
に
堕
ち
た
る
を
見
、
天
を
仰
親
し
地
を
備
親
し
、
自
ら
お
も
え
ら
く
宿
恥
を
雲
ぐ
べ
し
と
。

と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
ア
ル
タ
ン
は
結
局
自
ら
の
目
的
は
達
し
た
が
、
セ
チ
ェ
ン
は
そ
れ
を
西
征
に
引
出
す
こ
と
に
つ
い
て
は
全
く
嘗
が
外
れ

た
の
で
あ
る
。
J

事
質
問
書
ハ
俺
答
停
、

一
六
九
頁
)
五
年
十
二
月
の
僚
に
は
、

番
信
恰
打
見
漢

(QM『
陣
営

5
2〉
甘
州
に
至
り
、
俺
答
に
謁
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
俺
答
、
移
嘱
土
質
(
ロ
c-
ロコ

g
z目
。
ロ
〉
北
夷
と
相
仇
殺
す
る
を
以
て

の
放
に
西
行
せ
ず
。

と
あ
り
、

ア
ル
タ
ン
の
動
き
は
鈍
か
っ
た
。
而
し
て

暫
く
し
て
俺
答
ま
た
把
漢
那
士
ロ
及
び
嬬
腰
・
祉
カ
良
色
白
同
位
m
O
3
を
引
い
て
、
西
海
の
仰
華
寺
に
赴
き
建
酸
す
。
因
て
夷
使
土
骨
赤
〈
吋
口
百
円
二
〉
を
遁

し
、
賞
揖
買
を
索
む
。
ま
た
逼
事
人
の
供
な
ら
ん
こ
と
を
請
う
。
西
行
の
目
、
惟
塞
吏
の
疑
心
あ
ら
ん
、こ
と
を
恐
る
る
な
り
。

と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
漢
文
献
に
、
活
併
を
迎
え
る
の
を
名
与
し
て
西
方
遠
征
を
計
っ
た
と
い
う
の
は
、
セ
チ
ェ
ン
の
内
心
を
説
い
た
も
の
と

す
れ
ば
誤
り
で
は
な
い
が
、
ア
ル
タ
ン
の
本
心
と
し
て
理
解
す
れ
ば
、
そ
れ
は
全
く
の
誤
り
で
あ
る
。
寧
ろ
ア
ル
タ
ン
は
活
併
に
曾
う
た
め
に

詐
っ
て
西
行
を
承
諾
し
、
活
併
の
言
を
利
用
し
て
結
局
遠
征
を
中
止

L
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
青
海
地
方
を
ア
ル
タ
ン
が
劫
掠
し
た
と
い
う
漢

文
献
の
記
載
、
目
例
え
ば
前
掲
の
武
功
録
(
俺
答
停
下
、
一
六
九
頁
〉
六
年
四
月
の
僚
に
、
賓
兎
が
ア
ル
タ
ン
を
挟
ん
で
熟
番
甘
醸
諸
族
を
略
奪
し

た
と
い
う
か
ら
に
は
、
一
躍
彼
は
賓
兎
の
線
に
乗
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
プ
ル
タ
ン
は
結
局
オ
イ
ラ
ッ
ト
と
の
戦
に
は
赴
か
ず
、
室
内
海
を
征

服
し
つ
い
で
ダ
ラ
イ
に
禽
見
し
て
そ
の
青
海
に
お
け
る
そ

γ
ゴ
ル
の
覇
権
を
認
め
さ
せ
た
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
そ
の
吠
況
を

考
え
て
み
よ
う
。
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-客
観
紋
勢
は
タ
タ
I
ル
の
勢
力
範
圏
が
青
海
と
オ
イ
ラ
y

ト
と
の
聞
に
あ
る
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
賓
兎
の
軍
が
青
海
方
面
を
荒
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し
た
ご
と
く
、
青
海
方
面
の
確
保
だ
け
は
如
何
に
し
て
も
墓
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
青
海
チ
ベ
ッ
ト
族
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
チ
ベ

y

ト

レ
ボ
ン
の
活
併
を
利
用
す
る
こ
と
は
ア
ル
タ
ン
の
胸
の
内
に
既
に
生
じ
て
い
た
仰
で
あ
ろ
う
。

加

υ中F

嘗
時
蓋
閣
に
あ
っ
た
張
居
正
は
些
か
自
ら
の
考
え
を
中
心
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
こ
の
聞
の
事
情
を
説
明
し
て
い
る
。

併
教
を
利
用
す
る
の
が
最
も
貫
際
的
で
あ
る
。

去
年
(
高
暦
六
年
〉
虜
酋
西
行
す
。
活
併
を
迎
見
す
る
を
以
て
名
と
な
す
も
、
貸
は
西
の
か
た
瓦
剰
を
捨
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
近
頃
匡
ひ
そ
か
に
料
る
に
、

虜
酋
の
こ
の
行
必
ず
敗
腕
を
致
さ
ん
と
。
そ
の
既
に
敗
る
る
を
待
ち
て
後
こ
れ
を
撫
せ
ば
、
則
ち
彼
の
感
徳
愈
々
深
く
、
而
し
て
款
貢
乃
ち
堅
久
な
る
べ
し
。

乃
ち
策
を
溢
臣
に
授
け
之
を
し
て
宜
し
き
に
隠
っ
て
操
縦
し
、
機
に
因
て
勧
誘
し
、
陰
に
内
治
を
修
め
、
以
て
そ
の
獲
を
待
た
し
む
。
今
聞
く
な
ら
く
、
套

虜
連
り
に
喪
敗
に
遭
い
、
俺
答
の
部
下
の
番
夷
、
悉
く
皆
離
叛
し
、
勢
い
甚
だ
窮
獲
す
と
。
遂
に
托
言
す
る
に
、
活
併
敬
う
る
に
善
を
作
し
殺
を
戒
め
、
其

西
掠
を
阻
み
、
之
に
回
出柴
を
勧
む
る
を
以
て
す
。
ま
た
因
て
西
信
と
連
合
し
て
向
風
・
慕
義
し
、
交
管
し
て
貢
を
請
い
、
深
を
献
じ
て
来
玉
す
。
こ
れ
よ
り

虜
の
款
は
必
ず
ま
さ
に
金
々
堅
か
る
べ
く
、
漫
患
は
以
て
永
く
息
む
べ
し
。

い
出
て
い
る
の
で
、
こ
れ
よ
り
モ
ン
ゴ
ル
の
款
塞
は
ま
ち
が
い
な
く
、
遺
患
は
息
む
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

ア
ル
タ
ン
の
ダ
ラ
イ
と
の
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即
ち
そ
の
頃
ア
ル
タ
ン
は
部
下
の
統
率
に
苦
し
む
吠
態
に
あ
り
、
ダ
ラ
イ
の
勧
告
に
よ
っ
て
そ
の
西
征
を
や
め
、
ダ
ラ
イ
と
聯
合
し
て
貢
を
願

出
曾
い
に
は
、
右
の
よ
う
な
内
部
的
な
政
治
的
動
機
が
働
い
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

又
質
録
高
暦
七
年
二
月
辛
卯
・
壬
辰
の
僚
に
よ
れ
ば
、
張
居
正
は
、
土
虎
の
年
(
高
暦
六
年
)
十
二
月
に
ダ
ラ
イ
が
出
し
た
書
信
と
贈
物
を

川川
W
前日

受
取
っ
て
い
る
(
蒙
古
史
料
入
、
=
一
八
八
頁
〉
。
ダ
ラ
イ
の
政
治
的
感
魔
の
よ
さ
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
買
は
こ
れ
も
右
の
文
で
見
れ

ば
、
ア
ル
タ
ン
か
ら
の
示
唆
或
は
請
願
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
居
正
は
こ
れ
を
直
に
朝
廷
に
報
告
し
、
受
取
る
べ
き
か
否
か
を
上
奏
し
、

七
年
二
月
に
そ
の
受
取
り
を
朝
廷
か
ら
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
前
掲
書
)
。

更
に
ア
ル
タ
ン
が
ダ
ラ
イ
と
合
同
見
し
た
動
機
に
は
い
ま
一
つ
西
方
経
営
の
問
題
解
決
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
明
俸
に
は
七

4
U
 

伺

U年
春
の
ア
ル
タ
ン
東
還
に
横
け
て
、

而
し
て
切
警
弟
火
恥
及
び
俺
答
の
煤
兄
の
子
永
郁
卜
、
迭
に
青
海
に
留
居
し
て
き
ず
。



と
お
り
J
結
局
青
海
へ
は
自
ら
の
一
黛
を
安
定
さ
せ
、
オ
イ
ラ
y
ト
に
備
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
自
分
は
ダ
ラ
イ
の
言
に
従
っ
て

東
揮
し
た
が
、
そ
の
一
黛
を
確
寅
に
青
海
に
配
置
L
得
た
の
は
、
も
と
も
と
こ
の
地
が
チ
ベ
ッ
ト
人
地
帯
で
あ
る
だ
け
に
、
本
来
な
ら
ば
紛
争

は
嘗
然
議
想
さ
れ
て
い
た
。
或
は
こ
の
黙
に
つ
い
て
も
ダ
ラ
イ
と
の
聞
に
晴
歌
の
了
解
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
活
併
の
樺
威
の
政

治
的
利
用
は
、
ア
ル
タ
ン
の
胸
の
う
ち
に
充
分
墨
み
込
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

-

そ
れ
で
は
ダ
ラ
イ
の
方
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
こ
れ
も
雨
園
の
文
献
の
俸
え
る
ご
と
く
純
宗
教
的
な
動
機
で
ア
ル
タ
ン
と
舎
見
し
た
か
ど
う

一
五
七
八
年

ハ
高
麿
六
年
〉
直
前
の
チ
ベ
ッ
ト
賦
勢
ι

を
想
起
し
て
み
よ
う
。

か
は
疑
わ
し
い
。

〈
シ
カ
ツ
エ
)
を
占
領
し
、

P

府
宇
五
六
五
年
に
ツ
ァ
ン
の
ニ
ャ
ク
パ
H

カ
ル
マ

ツ
エ
テ
ン

の同

g
m印
刷
》
担
問
民
自
問

S
F刊
ゲ
同
仲
間
ロ
は
サ
ム
ト
ゥ
プ

ツ
ェ
切
曲
目
白
唱
己
u
-
H
仲間巾

凶

阿
川

E
4
c
E
同
討
を
打
倒
し
た
。
¥而
し
て
七
五
年
に
は
ツ
ア
ン
ロ
ソ

c
z
g
g
p
を
奪
い
、
更
に
キ

リ
ン
プ
ン
パ

匂

-gm〉
、
こ
れ
に
関
係
あ
'る
の
で
あ
ろ
う
。

シ
ョ
エ

ω-q正
A
U
O

円
四
に
進
入
し
た
。
ダ
ラ
イ
が
こ
の
年
シ
ャ
マ
ル
パ
・
シ
ャ
ナ
ク
バ
と
ヤ
ル
ル
ン
の
反
凱
を
調
停
し
た
と
い
う
の
は

@ω
ロ「

L
か
し
新
興
の
ニ
「
ヤ
ク
パ
が
ウ
イ
の
地
方
並
に
ゲ
ル
グ
パ
に
と
っ
て
強
敵
と
し
て
立
現
れ
た
こ

戸

D

と
は
も
は
や
疑
い
な
い
。
何
と
な
れ
ば
ユ
ャ
ク
パ
は
カ
ル
マ
シ
ャ
マ
ル
パ
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
ゲ
ル
ク
パ
の
味
方
に
は
バ

ガ
ン
デ
ン
パ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
前
者
は
衰
頚
し
切
っ
た
王
朝
で
あ
り
、
ツ
ア
ン
に
射
し
て
一
時
的
な
勝
利
を
得
る
こ

ク
モ
ト
ゥ
パ
が
あ
り
、

と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
前
途
は
全
く
晴
渚
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ガ
ン
デ
ン
パ
は
誠
寅
な
諸
侯
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
歴
史
は
浅
く
貫
力
の
範

園
も
知
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ゲ
ル
ク
・
乃
は
数
固
と
し
て
は
ウ
イ
で
は
代
表
的
な
大
き
な
も
の
に
な
っ

て
は
い
た
が
、
そ
れ
を
支
持
す
る
強
大

関

な
政
治
的
・
軍
事
的
勢
力
は
依
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
開
祖
の
出
生
地
が
青
海
で
あ
っ
た
ゲ
ル
ク
パ
は
恐
ら
ぐ
青
海
の
モ
ン
ゴ
d

ル
の
動
向
に
つ

い
て
の
情
報
は
他
涯
に
比
し
て
よ
り
よ
く
把
ん
で
い
た
筈
で
あ
る
。
少
く
と
も
一
五
七
一
年
(
隆
慶
五
年
〉
に
ア
ル
タ
ン
が
順
義
王
に
封
.
せ
ら

れ
、
明
と
は
親
善
関
係
に
入
り
、
安
定
し
た
政
権
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
充
分
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
モ
ン
ゴ
ル
最
大
の
勢
力
と
結
び
、

そ
れ
を
自
ら
の
支
柱
と
す
る
考
え
は
ダ
ラ
イ
の
胸
の
中
に
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
ア
ル
タ
ン
が
ダ
ラ
イ
に
、
各
々
を
フ
ピ
ラ
イ
と
パ
ク
パ
に
擬

し
て
挨
拶
を
し
た
と
き
、

'ダ
ラ
イ
は
更
に
加
え
て
、

485 

ハ
ン
陪
イ

γ
ド
で
は
プ
ラ
セ
ナ
ジ
ッ
ト

M
M
E
8
2」
広
(
の
印
曲
目
ゲ
ヨ
仏
)
で
あ
り
、
ー後
に
セ
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セ
チ
ェ
ン
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
マ
ガ
ダ
の
ピ
ン
ピ
サ
ラ
回
目
B
E
回同

g
(の
Ncm田
口
問
ロ
回
国
広

川町
的
H
U
W

匂O
)

の
化
身
、
通
語
の
グ
シ
パ
ク
シ
の
ロ
の
ユ
ゲ
佐
伯
仲
は
昔
は
ロ
デ
ン
シ
ェ
ラ
プ
巴
o
E
S
A川
g
Eげ
で
、
パ
ク
バ
ラ
マ
の
と
き
に
は
タ
ナ

チ
ェ
ン
ハ
ン
(
フ
ピ
ラ
イ
ハ
ン
〉
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、

ク
バ

m
g
E
m
匂
伸
一
と
な
っ
て
フ
ピ
ラ
イ
と
の
聞
の
遁
需
を
勤
め
た
の
で
あ
る
と
述
べ
た
て
て
い
る
ハ
痢
蛾
数
史
二
三
=
一
頁
〉
。
一
見
如
何
に
も

阿
話
的
で
あ
る
が
、
相
手
の
い
っ
た
擬
人
化
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
既
に
自
ら
を
チ
ベ
ッ
ト
代
表
の
ご
と
く
印
象
づ
け
、
相
手
に
、
嘗
然
そ
れ

を
モ
ン
ゴ
ル
ハ
ン
の
ご
と
く
支
持
す
べ
き
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
謹
言
は
興
味
深
い
。
ダ
ラ
イ
は
こ
の
と
き
既
に
ゲ
ル
ク
パ
を

チ
ベ

y

ト
第
一
等
の
宗
涯
に
仕
立
て
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
モ
ン
ゴ
ル
王
の
力
強
い
支
持
が
必
要
な
こ
と
も
充
分
理

解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

七

ダ
ラ
イ
は
曾
見
終
了
後
、
新
に
寺
院
を
建
立
す
る
た
め
リ
タ
ン
ピ
子
包
へ
向
っ
た
が
、
こ
の
と
き
彼
は
ト
ン
コ
ル
チ
ョ
ル
ジ
ェ

H

ユ
ン
テ

ギ
ャ
ム
ツ
庁

ω
件。

- 96ー

ユ
ン
テ
ン
は
ダ
ラ
イ
が
ハ
ン
と
曾
見
し
た
と
き
具
足
戒
を
授
け
た
ば
か
り
の
信
で
あ
り

(gor
同

y
g
v、
別
蛾
数
史
二
三
四
頁
v
、
後

に
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
I
ホ
ト
ク
ト
冨
世
間
吉
明
同
H
A
Z
Z
3
c
の
稽
競
を
受
け
、
信
仰
化
城
に
坐
林
す
る
よ
う
に
な
る
。
武
功
録
ハ
俺
答
停
下
一
七
三

箱
柳

0
・

頁
〉
首
問
暦
八
年
十
二
月
の
僚
に
は
、
ア
ル
タ

ン
ハ
ン
の
明
廷
へ
の
遣
使
入
貢
を
停
え
て
い
る
が
、
そ
こ
に
番
信
満
頃
失
躍
虎
筆
力
体
ロ
の
入
貢
も

述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
か
に
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
l
ホ
ピ
ル
ハ
ン
冨
白
と
ロ
合
同

ρcE-苫
ロ
で
ユ
ン
テ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
を
指
し
、
番
信
と
い
う

司・由也曲
一)。

の
も
正
確
に
事
貨
を
把
握
し
た
言
葉
で
あ
る
。
向
矢
野
氏
は
大
清
曾
典
事
例
巻
九
七
四
に
よ
っ
て
、
こ
の
ト
ン
コ
ル
マ
ン
ジ
品
シ
ュ
リ

I
ホ
ト

ク
ト
が
ジ
ェ
プ
ツ
ン
ダ
ソ
バ
の
師
で
あ
っ
た
と
す
る
が
ハ
近
代
蒙
古
史
ニ

O
七
頁
)
、
若
松
氏
に
よ
る
と
、
第
二
代
ジ
ェ
プ
ツ
ン
ダ
ン
バ
の
師
と
な

闘

っ
た
の
は
ハ
ル
ハ
の
マ
ン
ジ
ヶ
ゾ
ュ
リ
l
ホ
ト
ク
ト
で
、
落
正
六
年
頃
の
別
人
で
あ
る
。

マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ
リ
l
ホ
ト
ク
ト
が
住
持

L
た
寺
院
が
何
露
で
あ
る
か
は
分
ら
た
い
。
唯
明
史
紀
事
本
末
ハ
巻
六
O
俺
答
封
貢
)
に
、

。



高
暦
七
年
秋
、
俺
公
宍
寺
額
を
請
う
1

詔
し
て
そ
れ
に
名
づ
け
て
↑弘
慈
と
い
う
。

と
い
う
弘
慈
寺
が
多
分
そ
れ
に
嘗
る
の
で
あ
ろ
う
。
今
日
鯖
化
城
門
呼
和
浩
特
市
〉
に
は
敷
多
く
の
チ
ベ

y
ト
併
寺
が
慶
塩
同
様
の
委
で
残
っ
て

い
る
が
、
そ
の
う
ち
最
も
有
名
な
の
は
大
召

J
p
w
o
E
g
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
漢
名
は
現
在
は
無
量
寺
で
、
崇
徳
五
年
三
六
四

G
ト
メ
ト

刻

仰

の
都
統
古
株
克
楚
琉
爾
〈
関
己
芯
σ
n
o
r
c
H
の
創
建
と
停
え
ら
れ
、
一
設
に
は
ア
ル
タ
ン
の
創
設
と
も
い
わ
れ
る
が
そ
の
確
誼
は
な
い
。
又
錫

引
UM『

“
出
伊

増
園
召

ωwom叩
昌
吉
ロ
と
い
う
の
が
あ
り
、
シ
レ
ト
ホ
ト
グ
ト
が
住
し
た
故
に
か
く
稽
せ
ら
れ
る
。
そ
の
創
建
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
高

暦
四
年
〈
一
茸
七
六
〉
吉
克
獣
特
泥
腕
胡
園
克
固
に
よ
っ
て
創
め
ら
れ
た
と
の
惇
承
を
も
っ
。
士
口
克
獣
特
泥
姉
胡
圃
克
園
は
ジ
ク
メ
ュ
炉
ホ
ト
ク

“
相

ト
司
』
紅
白

B
a
E
自
国
内
山
口
百
三
ロ
で
あ
ろ
う
が
、
如
何
な
る
人
物
か
は
見
嘗
が
つ
か
な
い
し
、
第
一
こ
の
寺
の
漢
名
は
延
書
寺
で
あ
る
。
弘
慈

寺
と
い
う
名
の
寺
院
は
現
在
で
は
見
嘗
ら
ず
、

ア
ル
タ
ン
の
遣
業
も
尋
ぬ
る
に
由
な
い
の
で
あ
る
。

明

v
p
g
F曲目
nro
〈
-
雲
南
省
麗
江
納
西
族
自
治
豚
〉
の
主
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
が
、
〆
ラ

イ
は
こ
れ
を
担
帽
し
、
更
に
マ
ル
カ
ム

ω
B
R
w
r回
目
的
(
バ
タ
ン
西
南
、
西
蔵
自
治
医
註
康
〉
に
行
き
、
そ
こ
で
ポ
γ
ポ
を
改
宗
さ
せ
た
宙
ω
U
Y

さ
て
リ
タ
ン
の
寺
院
は
ジ
ャ
ン
サ
タ
ム
チ
ェ

告 97ー

匂
-
H
O
N
S
。
そ
れ
か
ら
チ
ャ
ム
ド

(ur同
σ
旨
m
H
O

の
チ
ャ
ン
パ
リ
ン
】
ぜ
曲
目
白
匂
白
色
広
、
ダ
ン
戸
内
回
同
ロ
(
郡
柿
〉
の
チ
ョ
エ
コ
ル
リ

γ
ロ
r
o回

-vwro同
関
口

P

、
ロ
ン
タ
ン
ド

γ
メ
の
-op
岳
邑
一一
mmgロ
ヨ
開
〈
郎
桐
の
南
)
の
寺
院
に
至
っ
た
の
が
一
五
八
二
年
で
あ
る

oze。

そ
れ
よ
り
間
も
な
く
同
年
内
に
ア
ル
タ
ン
か
ら
青
海
で
の
再
舎
の
希
墓
が
俸
え
ら
れ
、
被
は
快
諾
し
て
北
方
へ
向
っ
た
。

ーク
ン
プ
ム
・
タ
ン

幽

テ
ィ
ク
州
自

σ
o
Eロ
巴
m
-
ゾ
モ
カ
ル

5
8
B
O
E
F
R
(弘
化
寺
)
・
シ
ン
ク
シ
官
官
ロ
ハ
臨
桃
山
〉
を
遁
っ
て
ツ
ォ
カ
に
至
っ
た

ozp

℃
-
H
O
ω

酔
〉
。
そ
こ
で
ダ
ヤ
ン
ノ
ヤ
ン
ロ
由
吉
田
ロ

0
3ロ
ハ
ロ
ミ
自
、ロ
o
Eロ
〉
を
頭
と
す
る
τ

約
千
人
の
使
節
圏
に
禽
い
、
セ
チ
ェ
ン
ホ
ン
タ
イ
ジ

一
五
八
六
年
に
は
ア
ル
タ
ン
の
子
の
ド
ク
リ
ン
ロ
ロ
片
山
ひ
(
八

ω
g
m
m
o
E包
吋

g
m
Y

の
領
域
を
通
過
し
た
の
が
ザ
五
八
五
年
で
あ
る
〈

HE-Y

か
ら
迎
請
の
使
節
を
迭
ら
れ
、

マ
ル
チ
品
呂
田
吋

O
E
ハ
黄
河
?
〉
に
向
っ
て
躍
し
、
迭
に
フ
フ
ホ
ト
冨
w
r
R
E
B
(八
関
与
四
宮

g)
に
到

着
し
た
宙

ωurMM・
5
念〉。

カ
ム
を
裂
し
た
と
き
は
ア
ル
タ
ン
の
招
請
で
あ
り
、

ツ
ォ
〆カ
で
曾
う
筈
で
あ
っ
た
が
、
間
も
な
く
ハ
ン
が
死
去
し

487 

た
の
で
〈
一
五
人
ニ
〉
、
改
め
て
-
新
し
い
ハ
ン
の
切
伊
請
を
受
け
、

フ
フ
ホ
ト
ま
で
至
っ
た
の
で
あ
る
ハ
一
五
人
六
〉
?
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ダ
ラ
イ
俸
に
擦
れ
ば
、
彼
は
そ
れ
か
ら
チ
ャ
ハ
ル
の

Z
仏

W

R

(
の
旦
白
〉
の
ナ
モ
タ
イ
ホ
ン
タ
イ
ジ

z
g
g
F阻ま
V
丘二
E
E
U
に

禽
い
、

ト
メ
ッ
ト
富
岳
戸
白
色
(
八
吋
ロ
自
主
〉
の
右
翼
の
・
吉
田

2
に
至
り
、
多
く
の
寺
院
を
開
堂
す
る
等
し
て
い
る
(
思
U
T
唱
-
H
O
舎〉。

ナ
モ
タ
イ
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
、
多
分
チ
ャ
ハ
ル
の
ボ
デ
ア
ラ
ク
ハ
ン
回

oe
色
々
心
陪
ロ
の
弟
エ
ミ
ル
タ
イ
ジ
肘
B
w
g
u
L』
ル
〈
也
密
力
台
士
口
〉
の

孫
那
木
大
黄
台
士
ロ
で
あ
ろ
う
(
東
車
史
五
五
九
・
五
六
五
頁
〉
。
ト
メ
y

ト
の
右
翼
は
、
そ
の
頃
蹄
化
城
よ
り
朝
陽
方
面
に
移
っ
た
セ
ン
ゲ
ド
ゥ

l

レ
ン
の
子
犠
爾
固
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
ト
メ
ッ
ト
右
翼
で
あ
ろ
う
(
要
略
径
一
、
二
三
丁
右
〉
。
し
か
し
和
田
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
頃
喝
爾
固
に
よ

っ
て
右
裂
が
成
立

L
て
い
た
か
ど
う
か
は
頗
る
疑
わ
し
い
(
東
E
史
五
九
九
|
六

O
三
頁
〉
。
氏
は
遊
牧
記
の
同
様
な
記
事
に
つ
い
て
、
喝
商
圏
は

チ
ュ
ル
ゲ
の
弟
の
安
兎
台
吉
(
超
兎
の
〆
三
己
で
あ
り
、
質
際
に
は
少
し
く
後
篤
暦
十
八
年
頃
に
こ
の
地
方
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
嘗
時
は
未

だ
こ
こ
に
住
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
と
す
る
。
多
分
そ
の
頃
の
ト
メ
ッ
ト
右
翼
の
地
は
セ
ン
ゲ
の
根
擦
地
の
一
つ
と
し
て
の
み
存
在
し
て

い
た
の
で
あ
る
う
。

- 98ー

一
方
ダ
ラ
イ
は
一
五
八
七
年
に
は
急
死
し
た
セ
ン
ゲ
ド
ゥ

l
レ
ン
ハ
ン
の
葬
儀
を
営
み

(
E
U
H
J
司

-
H
E
S、
ハ
ル
ハ
同
rRrrmw(ο
目】門官)

の
ド
ル
ジ
ェ
ギ
ェ
ル
ポ
剛
山
門
古
と
巾
認
可
弘
一
旬
。
の
贈
物
を
受
け
る
等
多
位
を
極
め
て
い
る

czε
。
又
ウ
ラ
ト

C
E仏
(
〈

C
E
e
の
チ
ョ
コ

明司
“
間
切

ハ
ラ
チ
ン
同
r
R
n
Y
5
(〈
O
R
R
E
)
の
王
等
の
献
堂
式
へ
の
招
待
が
あ
っ
た

ル
ノ
ヤ
ン
同

O
V
E
R
5
3ロ
爪
八

g
r
c
H
5
3ロ〉、

〈

FrF仏・

M
M
-
H
。
印
M
W
)

。

こ
の
う
ち
ハ
ル
ハ
の
ド
ル
ジ
ェ
ギ
ェ
ル
ポ
が
何
人
で
あ
る
か
は
説
明
を
要
す
る
vo

ハ
ル
ハ
で
最
初
に
ゲ
ル
ク
パ
を
信
じ
た
の
は
ア
バ
ダ
イ
サ

イ
ン
ハ
ン
〉
σ色
色
凹

4
5
宮
口

ョ
ン
ノ
ヤ
ン
"
ノ
ノ
ホ

ccgm
ロO
可
g
z
o
E
g
Aロ
(
偉
徴
諾
顔
諾
諾
和
〉
の
長
子
に
嘗
る
。
親
征
朔
漢
方
略
(
各
四
、
二
丁
左
〉
に
引
用
せ
る

〈
阿
巴
岱
警
官
汗
〉
で
、
ダ
ヤ
ン
ハ
ン
の
季
子
ゲ
レ
セ
ン
ジ
ェ
の
2
冊
目
ロ
守
ハ
格
持
森
札
〉
の
第
三
子
ウ
イ
チ

康
照
二
十
六
年
三
六
八
七
〉
の
ハ
ル
ハ

H

ト
シ
エ
ト
ハ
ン
の
表
文
に
よ
る
と
、
自
ら
の
曾
祖
ハ
ア
パ
ダ
イ
ハ
ン
)
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
謁
し
、
優

躍
を
加
え
ら
れ
、
瓦
察
刺
寮
一
音
汗
の
慌
を
興
え
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
我
が
地
に
併
法
が
日
月
の
如
く
輝
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
〈
近
代
蒙
古
史
二

O
二
一
良
〉
。
瓦
察
刺
寮
一
音
汗
は
明
か
に
毛
色

N
E
(〈
と

E
)
的
若
宮
宮
ロ
で
、
チ
ベ
ッ
ト
名
は
嘗
然

p
r
H』巾

HmEご
ち
と
な
る
。
源
流
に
ノ



ム
ン
イ
Z

ケ
ワ
ジ
ラ
ハ
ン

Z
O
B
C
H
H
3
w叩
毛
色
N
E
ρ
々
自
と
あ
る
の
も

3
n
r
E《戸

ω・
8
3
こ
の
ハ
ン
を
指
す
。
然
ら
ば
ア
パ
ダ
イ
ハ
ン

一
五
八
七
年
ダ
ラ
イ
に
開
化
城
で
舎
見
し
て
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
が
、
事
責
は
少
し
く
異
-っ
て
い
る
。
若
松
氏
は

川町
“
世

ア
サ
ラ
ク
チ
史
〉
由
民
々
の
ル

5
5
5
1ロ
芯
昇
。
を
引
い
て
大
要
左
の
ご
と
く
い
う
。

の
チ
ベ
ッ
ト
併
数
入
信
は
、

辛
巳
の
年
ハ
一
五
人
一
〉
ア
パ
ダ
イ
ハ
ン
が
二
十
八
歳
の
と
き
、
商
人
の
一
閣
と
と
も
に
来
た
或
る
パ
グ
シ
切
曲
万
戸
が
、
我
が
ゲ
ゲ
ン
ハ
ソ
の
叩
開
0
m
g
A由，

『
同
ロ
(
ア
ル
タ
ン
ハ

γ
〉
に
は
三
賓
と
ト
γ
コ
ル
マ
ン
ジ
ュ
シ
リ

ω件。ロ
m
r
2
5
8
}
g
E
が
お
わ
す
と
い
っ
た
の
で
、
ハ

γ
は
い
た
く
信
心
を
生
じ
、
ゲ

ゲ
ン
ハ

γ
の
所
よ
り
こ
の
ラ
マ
を
招
請
す
る
た
め
に
使
を
遣
し
た
。
一
五
八
三
年
に
は
サ
マ
ラ
ナ
γ
ソ

ω
R
E
F
Sロ四回
O

が
ア
バ
ダ
イ
ハ

γ
の
下
に
来
り
、

一
五
八
五
年
に
カ
ラ
コ
ル
ム
奮
跡
に
地
礎
を
定
め
て
、
年
内
に
廟
エ
ル
デ
ニ
ジ
ョ
!
肘
三
百
二

E
を
建
立
し
た
。
・
次
い
で
一
五
人
七
年
の
季
夏
十
五
日
に

フ
フ
ホ
ト
で
ダ
ラ
イ
ラ
マ
"
ソ
ェ
ナ
ム
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
に
奔
謁
し
‘
各
種
の
潜
頂
や
傍
像
，・
俳
舎
利
等
を
授
け
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
ダ
ラ
イ
は
ハ
γ
に
劉
し
、
ヴ

ア
ジ
ラ
パ
ニ
者
問
出
円
『
包
(
〈
〈
&
B
Z包
、
金
剛
手
〉
の
化
身
で
あ
る
と
い
い
、
法
の
大
金
剛
ハ
ガ
ン

Z
o
自
己
ロ
ヨ
r
o
d
g
V
H
A
々
自
の
稽
競
を
贈
っ
た
。

← 99一

ト
ン
コ
ル
ホ
ト
ク
ト
を
招
請
し
、
代
り
に
サ
マ
ラ
ナ
ン
ソ
が
来
た
が
、
八
五
年
に

は
エ
ル
デ
ニ
ジ
ョ
ー
を
建
て
、
八
七
年
に
フ
フ
ホ
ト
に
来
て
ダ
ラ
イ
に
曾
見
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
ダ
-
フ
イ
に
曾
う
前
に
彼
は
既
に
チ
ベ

v
ト

こ
れ
に
よ
れ
ば
ア
パ
ダ
イ
は
一
五
八
一
年
に
信
仰
を
起
し
、

傍
数
の
信
伸
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

出
向
エ
ル
デ
ニ
エ
リ
へ
開

E
o
E
2停
刊
は
、

ア
バ
ダ
イ
ハ
ン
が
時
化
城
で
ダ
ラ
イ
に
謁
見
し
て
か
ら
八
年
目
に
、

ハ
ル
ハ
最
古
の
寺
院
エ
ル

デ
ニ
ジ
ョ
ー
は
建
て
ら
れ
た
と
記
し
て
い
る
日と
い
う
ハ
近
代
蒙
古
史
二

O
ニ
頁
)
。
し
か
し
こ
れ
は
事
賓
と
し
て
は
疑
わ
し
い
。
叉
ポ
ズ
ド
ニ
エ
フ

〉
・
口

o
u
h
B
B
は
、
ア
パ
ダ
イ
ハ
ン
が
エ
ル
デ
ニ
ジ
ョ

l
の
落
慶
式
の
翌
年
チ
ベ

巴y
ト
に
至
り
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
謁
見
し
、

マ
ン
ダ
ラ
・
吊
・

馬
等
を
献
納
し
た
俸
設
を
紹
介
し
て
い
る
と
い
う
〈
近
代
蒙
古
史
一
二

O
頁
)
。
こ
れ
こ
そ
右
の
寺
院
建
立
の
後
ダ
ラ
イ
ハと
曾
見
し
た
こ
と
に
一
致

す
る
が
ご
と
く
で
あ
る
。

エ
ル
デ
ニ
エ
リ
へ
を
信
ず
る
と
、
八
年
目
は
九
五
年
に
な
り
、
そ
の
翌
年
と
い
う
と
、

一
五
九
六
年
に
な
る
。
し
か

し
ダ
ラ
イ
は
八
八
年
に
器
開
化
城
で
客
死
し
(
り
如
、
吋
・
。
.
気
回
〉
、
第
四
代
の
ダ
ラ
イ
(
一
五
入
九
年
生
)
は
未
だ
チ
ベ
ッ
ト
に
行
っ
て
い
な
い
か
ら

489 

こ
の
読
は
お
か
し
い
。
矢
野
氏
は
ア
ポ
ダ
イ
ハ
ン
の
ダ
ラ
イ
へ
の
謂
見
を
一
五
八

O
年
以
前
と
見
て
い
る
か
ら
落
慶
式
の
翌
年
は
八
八
年
頃
に
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な
り
、
そ
の
頃
は
ダ
ラ
イ
は
チ
ベ
ッ
ト
に
い
ず
、
開
化
城
地
方
を
巡
錫
し
て
い
る
の
で
こ
の
停
読
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
す
る
(
近
代
蒙
古
史
二
一

O
頁
〉
。
遊
牧
記
(
倉
七
〉
土
謝
圃
汗
郡
の
僚
に
は
、
確
に
ア
バ
ダ
イ
ハ
ン
が
唐
古
特
の
地
で
ダ
ラ
イ
に
曾
っ
た
と
書
い
て
あ
る
が
、
こ
れ
も
七

八
年
の
チ
ャ
プ
チ
ャ
ル
に
お
け
る
ア
ル
タ
ン
ハ
ン
と
の
禽
見
は
既
述
の
ご
と
く
ダ
ラ
イ
俸
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
か
ら
信
ず
る
こ
と
は
で
き
な

ぃ
。
叉
ア
バ
ダ
イ
が
一
五
八
七
年
に
開
化
城
で
ダ
ラ
イ
に
曾
っ
た
こ
と
も
ダ
ラ
イ
俸
に
よ
っ
て
も
は
や
動
か
し
得
な
い
事
貫
で
あ
る
。
謁
見
の

地
の
チ
ベ
ッ
ト
は
明
か
に
フ
フ
ホ
ト
の
誤
り
で
あ
り
、
こ
の
ア
バ
ダ
イ
入
蔵
読
も
、
そ
の
八
年
後
の
エ
ル
デ
ニ
ジ
ョ

l
建
立
読
も
成
立
し
な
い
。

た
だ
エ
ル
デ
ニ
ジ
ョ

1
の
建
物
は
八
五
年
に
完
成
し
た
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ジ
ェ
プ
ツ
ン
ダ
ン
パ
の
俸
記
に
よ
れ
ば
、
ア
パ
ダ
イ
が
ダ

明

υ
“
世

ラ
イ
に
禽
い
、
贈
ら
れ
た
傍
像
等
を
安
置
す
る
た
め
エ
ル
デ
ニ
ジ
ョ
ー
を
建
立
し
た
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
貫
際
の
完
成
は
八
七
年
以
降
と
し

同
聞

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
松
氏
は
こ
の
寺
院
の
開
堂
式
は
一
五
八
九
年
と
見
て
い
る
が
、
今
は
こ
れ
を
最
も
穏
嘗
な
係
年
と
す
べ
き
で
あ
ろ

う

。

-100一

前
述
の
ご
と
く
ダ
ラ
イ
は
一
五
八
七
年
を
フ
フ
ホ
ト
中
心
に
多
虻
な
日
を
、
遺
っ
た
が
、
八
八
年
に
は
、
途
に
明
の
寓
暦
一
帝
か
ら
北
京
へ
の
招
請

肢
が
届
き
、
濯
頂
大
圏
師
の
稿
競
が
贈
ら
れ
、
彼
は
北
京
巡
錫
の
承
諾
の
返
事
を
興
え
た
〈
g
u
v
-
M
V
-
H
8
5
0
し
か
し
正
月
末
よ
り
風
邪
巴

躍
り
、
二
月
二
十
六
日
に
遂
に
再
び
立
た
な
く
な
り
、
フ
フ
ホ
ト
で
客
死
し
た
(
ロ
邑
・
同
M-HC♂
)
。
恐
ら
く
急
性
肺
炎
を
起
し
た
の
で
は
な
い
か

ロ
ッ
ク
ヒ
ル
が
一
五
八
七
年
に
ダ
ラ
イ
は
開
化
城
駐
錫
中
に
亡
っ
た
ら
し
い
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
年
次
は
誤
っ
て
い
る
が
場

州
初
“温ロ

，

所
は
正
確
で
あ
る
。

と
思
わ
れ
る
。

第
三
代
ダ
ラ
イ
は
極
め
て
よ
く
、
布
教
の
た
め
に
放
を
し
た
。
特
に
後
半
生
は
青
海
・
モ
ン
ゴ
ル
等
、
従
来
の
大
ラ
マ
等
の
及
び
得
な
い
範

圏
ま
で
そ
の
足
を
伸
ば
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
に
射
し
て
も
、
も
し
ア
ル
タ
ン
と
青
海
で
曾
う
の
み
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
布
数
の
数
果
は
大
し

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
セ
ン
ゲ
ド
ゥ

l
レ
ン
の
と
き
に
フ
フ
ホ
ト
ま
で
巡
錫
し
た
の
は
ト
メ
ト
モ
ン
ゴ
ル
の
中
心
を
抑
え



た
ば
か
り
で
な
く
、
f

チ
ャ
ハ
作
・
ハ
ラ
チ
ン
・
ハ
ル
ハ
ま
で
ゲ
ル
ータ
パ
の
援
大
・す
る
機
縁
と
な
っ
た
の
で
あ
る
J

他
涯
の
布
数
が
未
だ
充
分
で

き
て
い
な
い
土
地
に
、
彼
は
文
字
通
り
身
を
挺
し
て
ゲ
ル
ク
バ
を
弘
め
、
チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
の
み
で
な
く
プ
毛
ン
ゴ
ル
の
歴
史
に
も
不
朽
の
名

を
残
し
た
ーの
で
あ
る
。

第
四
代
ダ
ラ
イ

H
hテ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ

d
p
i
s
s
:
5
0ハ
一
五
入
九
|
二
ハ
一
七
〉
は
ア
ル
タ
ン
の
孫
ス
メ
ル
タ
イ
ジ

ω
E
R

S
-
u
の
子
に
韓
生
し
、
そ
の
こ
と
が
一
層
ゲ
ル
グ
パ
を
モ
ン
ゴ
ル
に
弘
め
る
機
縁
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
最
後
に
残
る
問
題
は
、
何
故
ア
ル
タ
ン
は
チ
ベ

γ

ト
俄
教
を
こ
れ
程
ま
で
に
信
仰
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
又
何
故
に

モ
ン
ゴ
ル
等
は
一
皆
ー熱
心
に
チ
ベ

y

ト
併
教
の
み
に
闘
依
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間
題
は
甚
だ
難
解
で
あ
る
。
嘗
時
遊
牧
モ
ソ
ゴ

ル
の
聞
に
は
既
に
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
涯
キ
リ
ス
ト
教
が
一
部
で
は
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
叉
鄭
接
す
る
オ
イ
ラ
ッ
ト
の
聞
に
は
回
数
が
入
っ
て
お

り
、
モ
シ
ゴ
ル
等
は
こ
れ
ら
の
宗
教
を
も
全
面
的
に
受
入
れ
る
こ
と
は
で
き
た
筈
で
あ
る
。
何
が
そ
れ
ら
を
排
し
て
チ
ベ
ッ
ト
傍
教
の
み
に
彼

等
は
ー傾
倒
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
ア
ル
タ
ン
の
胸
の
う
ち
に
は
、
フ
ビ
ラ
イ
以
下
の
元
朝
の
諸
一
帝
の
チ
ベ

v
ト
俄
敬
へ
の

傾
斜
の
事
責
が
あ
り
、
そ
の
俸
統
を
纏
が
ん
と
す
る
考
え
が
あ
っ
た
と
も
受
取
れ
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
よ
く
よ
く
考
え
て
見
る
と
、
回
数

は
常
に
F

タ
タ
ー
ル
が
敵
と
し
て
戦
っ
た
オ
イ
ラ
y

ト
側
の
宗
教
で
あ
っ
た
。
少
く
と
も
回
数
徒
は
オ
イ
ラ
γ

ト
の
中
植
に
入
一。
こ
み
相
嘗
の
影

か申

響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
萩
原
氏
は
既
に
明
代
の
瓦
刺
ハ
オ
イ
ラ
ッ
ト
〉
の
使
者
に
回
数
徒
が
非
常
に
多
い
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
。
し
か
も
回
数

は
一
紳
敬
で
あ
る
。
多
く
の
種
類
の
オ
ン
ゴ
ン
を
信
じ
て
い
る
|
|
ダ
ラ
イ
は
そ
れ
を
複
数
形
で
呼
ん
で
い
る

|
lモ
ン
ゴ
ル
等
に
は
、
F

こ
の

オ
イ
ラ
y
ト
の
背
後
の
回
数
圏
を
考
え
れ
ば
、
攻
撃
的
な
一
一
脚
数
は
到
底
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
叉
キ
リ
ース
ト
敢
に
し
な
と
こ
ろ

で
、
こ
れ
も
亦
一
一
脚
数
で
あ
る
。
た
と
い
ア
ル
タ
ン
や
モ
ン
ゴ
ル
貴
族
等
が
そ
れ
を
r

信
じ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
一
般
に
援
ま
る
か
ど
う
か
は

疑
わ
し
い
。
チ
ベ
ッ
ト
傍
教
が
贋
く
モ
ン
ゴ
ル
に
受
入
れ
ら
れ
、
更
に
護
展
し
た
の
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
メ

思
う
に
モ
ン
ゴ
ル
等
は
彼
等
の
信
仰
の
中
に
あ
る
多
く
の
神
々
一等
の
機
能
が
チ
ベ

y

ト
併
数
の
数
多
い
傍
・
菩
薩
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
、
そ

れ
ら
へ
の
祈
願
・
祈
祷
が
、
大
量
の
犠
牲
を
伴
わ
ず
に
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
そ
の
文
化
的
特
性
を
見
出
L
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
換
言
す
れ

~lOl~ 
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492 

ば
、
チ
ベ
ッ
ト
併
数
の
多
一
冊
数
的
性
格
が
モ
ン
ゴ
ル
の
多
神
を
求
め
る
心
理
に
適
合
し
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
膨
大
な
聖
典
と
荘
巌
な
供

養
を
以
て
、
必
要
に
薩
じ
て
種
々
の
霊
験
あ
る
併
・
菩
薩
を
呼
出
し
、
そ
の
殺
果
的
な
呪
術
を
行
う
チ
ベ
ッ
ト
借
に
は
従
来
の
素
朴
な
シ
ャ

l

マ
ン
が
太
万
打
で
き
る
筈
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
の
み
で
は
な
い
。
チ
ベ
ッ
ト
借
は
叉
占
ト
に
も
長
じ
て
い
る
。
酷
烈
な
自
然
保
件
の
下
に
あ
る

彼
等
遊
牧
民
は
常
に
左
せ
ん
か
右
せ
ん
か
の
重
大
な
場
合
は
占
卜
に
よ
っ
て
事
を
決
す
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
と
き
彼
等
は
決
っ
て
傍
健
に
権

威
あ
る
占
い
を
求
め
、
満
足
す
べ
き
解
答
を
興
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
醤
薬
に
通
じ
る
悌
備
も
お
り
、
イ
ン
ド
俸
来
の
、
そ
の
劃
症

的
な
、
或
は
呪
術
的
な
醤
術
は
従
来
の
シ
ャ

l
マ
ン
の
新
曜
に
遥
か
に
優
る
も
の
で
あ
っ
た
。
天
文
・
暦
法
に
通
じ
る
併
倫
も
お
り
、
そ
れ
は

一
つ
の
綜
合
文
化
と
し
て
遊
牧
民

中
央
の
行
政
へ
の
種
々
の
寄
興
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
併
数
は
個
人
の
魂
の
救
済
の
み
で
な
く
、

の
前
に
姿
を
現
し
た
の
で
あ
る
。
既
に
青
海
の
チ
ベ

y

ト
系
遊
牧
民
が
こ
れ
を
受
容
れ
て
お
り
、
そ
こ
へ
征
服
者
と
し
て
侵
入
し
た
モ
ン
ゴ
ル

等
が
こ
れ
に
大
き
な
関
心
を
梯
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
嘗
然
で
あ
る
。

元
朝
に
お
い
て
、

チ
ベ

y
ト
併
数
は
宮
廷
併
数
と
し
て
は
サ
キ
ャ
パ
等
の
嘗
涯
が
明
か
に
存
在
し
た
。
し
か
し
元
朝
滅
亡
後
は
、
宮
廷
併
数

-102ー

故
に
衰
類
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
確
に
モ
ン
ゴ
ル
一
般
へ
の
浸
透
は
ア
ル
タ
ン
ハ
ン
以
後
で
あ
る
。
恐
ら
く
そ
の
一
黛
の
青
海
進
出
が
弘

通
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
し
か
も
今
回
は
最
も
活
動
的
な
新
教
ゲ
ル
ク
パ
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

ア
ル
タ
ソ
以
下
の
信
仰

に
ダ
ラ
イ
の
強
烈
な
宗
数
的
個
性
が
影
響
し
た
こ
と
も
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
嘗
時
の
モ
ン
ゴ
ル
が
求
め
て
い
た
、
安
全
で
文
化
的

な
多
神
教
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
悌
数
が
最
も
適
合
し
た
こ
と
も
亦
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

註川
源
流
に
よ
れ
ば
、
そ
の
地
は
モ
ン
ゴ
ル
文
で
は
「
シ
リ
ム
ジ
の
三
河
の

チ
ベ
ッ
ト
」

ω
E
B
b
-ロ
百
円
冨
ロ
吋
O
C
7
5
、H，
o
v
&
と
あ
り

3
n
r
ヨヤ

Fω-Nロ
〉
、
漢
文
本
で
は
「
錫
里
木
寛
之
三
河
交
禽
地
方
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
和
田
氏
は
不
明
と
し
て
い
る
〈
東
亜
史
七
九

O
頁
〉
。
し
か
し

多
分
そ
れ
は
北
川
・
西
川
・
南
川
の
舎
す
る
西
寧
附
近
で
あ
ろ
う
。

ω
5
6

B
加
は
チ
ベ
ッ
ト
人
の
西
寧
に
劃
す
る
呼
稽
シ
リ

y
m
E
H
の
靴
言
と
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考
え
ら
れ
る
。
旨
は
恐
ら
〈
州
の
靴
音
で
あ
ろ
う
。
元
代
に
は
こ
こ
に
西

傘
州
が
置
か
れ
、
明
代
に
は
西
寧
街
、
・
次
い
で
西
寧
織
が
置
か
れ
た
(
讃

史
方
輿
紀
要
巻
六
回
、
西
寧
銀
)
。
シ
リ
ム
ジ
は
元
代
に
お
け
る
呼
時
か

そ
の
ま
ま
俸
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
寅
録
に
は
嘉
靖
四
十
三
年
四
月
戊

子
の
係
に
、
蛍
時
向
西
寧
州
の
時
か
あ
っ
た
こ
と
を
停
え
て
い
る
ハ
蒙
古

史
料
七
、
四
二
六
頁
〉
。

叫

オ

リ
t

ジ
ン
は

ω
阻ま曲目
g

ハ
王
、
支
配
者
)
で
あ
る
か
ら
、
雨
名
と
も

チ
ベ
ッ
ト
人
と
考
え
ら
れ
る
。

間
ラ
ル
ギ
ソ
ラ
マ
は
呂
田
円

m
g
g由
自
白
(
老
修
道
信
〉
で
呼
び
名
で
あ

ろ
う
。
巴
釦
『
問
問
ロ
は
ア
ム
ド
方
言
で
は

Vmg
又
は
]
国
司

mg
で
(
H
Y
P

ヲ
に
叶
〉
ラ
ル
ギ
ソ
に
一
致
す
る
。
サ
ン
カ
ス
パ
は
の

g
b
g曲
伺
師
同
区
(
密

呪
師
〉
で
あ
る
。
ア
ス
ト
グ
は
不
明
で
あ
る
。

凶
武
功
録
(
巻
入
俺
答
停
上
、
二

O
頁
)
に
よ
れ
ば
、
そ
の
聞
の
事
情
は

次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

〔
正
徳
四
年
〕
十
一
月
、
太
師
亦
不
刺
殺
小
王
子
、
而
小
王
子
長
子
阿

河

?

爾
倫
台
士
口
、
遁
入
於
海
西
、
居
青
海
、
鐙
食
諸
番
夷
、
諸
番
夷
畏
之、

而
河
西
始
有
虜
息
突
。

と
あ
り
、
小
王
子
即
ち
ダ
ヤ
ン
ハ
γ
の
長
子
阿
爾
倫
(
寸
出
司
自
『
D
r
o
e
が

青
海
に
逃
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
明
俸
と
不
一
致
で
あ
る
。
し
か
し

郷
時
間
の
北
虜
考
(
五
一
頁
〉
に
は
、

太
師
亦
不
刺
殺
阿
爾
倫
、
遜
入
河
西
、
西
海
之
有
虜
、
自
亦
不
刺
始

也。

と
あ
り
、
イ
J
74ラ
が
阿
爾
倫
を
殺
し
て
青
海
方
面
に
奔
っ
た
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
こ
の
方
が
正
し
い
と
恩
わ
れ
る
。
向
こ
の
前
後
の
事
情
に
つ
い

て
は
萩
原
淳
卒
「
ダ
ヤ
ン
カ
ン
の
研
究
」
明
代
世
間
蒙
史
研
究
、
昭
和
三
十

八
年
、
二
六
七
頁
、
及
び
同
じ
く
p

「
明
代
蒙
古
史
研
究
」
、
一
八
七
頁
参
照
。

間
質
兎
は
ア
ル
タ
ン
の
兄
グ
ン
ピ
リ
ク
メ
ル
ゲ
ン
ジ
ノ
ン
の
孫
の
賓
兎
台

古
田
で
あ
る
(
東
亜
史
七
九

O
頁〉。

附
蘭
州
の
北
永
登
豚
の
東
北
松
山
騨
の
所
在
河
東
直
史
七
九

O
頁
)
。
高

暦
二
十
六
年
に
火
落
赤
が
青
海
方
面
か
ら
引
揚
げ
る
と
き
に
一
時
根
接
地

と
し
た
松
山
も
こ
の
地
で
あ
る
(
谷
光
隆
「
明
代
馬
政
史
の
研
究
」
東
洋

史
研
究
曾
、
昭
和
四
十
七
年
、
一
一
四
頁
)
。

問
北
虜
世
系
に
は
、
丙
兎
に
関
し
て
ハ
北
虜
風
俗
五
三
頁
〉
、

隙
西
河
州
青
海
住
牧
、
甘
粛
扇
渡
ロ
互
市
。

と
あ
る
。
扇
渡
ロ
は
張
披
師
怖
が
ら
青
海
省
大
通
河
の
門
源
回
族
自
治
燃
に

出
る
道
に
あ
る
偏
都
口
で
〈
分
省
精
園
)
、
内
府
輿
固
に
大
遜
河
の
西
側

に
扇
都
ロ
を
置
い
て
い
る
の
は
謀
り
で
あ
る
。

間
貫
録
寓
暦
三
年
八
月
戊
寅
の
僚
に
は
ハ
蒙
古
史
料
入
、
二
五
一
頁
可

セ
チ
ェ
ン
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
西
海
及
び
嘉
俗
関
外
に
寺
院
を
建
立
せ
ん
こ
と

を
願
っ
て
来
、
礎
部
の
主
張
に
よ
り
そ
れ
を
許
可
し
た
こ
と
が
出
て
い

る
。
丙
兎
の
請
願
と
内
容
は
同
一
で
あ
る
か
ら
、
セ
チ
ェ
ソ
の
請
願
は
丙

兎
の
そ
れ
を
更
に
援
護
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。

間
永
築
版
カ
ン
ギ
ュ
ル
の
印
刷
に
つ
い
て
は
、
羽
田
野
伯
猷
「
永
祭
刻
チ

ベ
ッ
ト
・
カ
ン
ギ
ュ
ル
の
刊
梓
」
日
本
西
蔵
皐
曾
々
報
一
一
一
瞬
、
昭
和
五

十
年
、
一

l
四
頁
参
照
。
又
番
経
廠
の
所
在
に
つ
い
て
は
佐
藤
長
「
現
代

チ
ベ
ッ
ト
の
八
犬
敬
玉
に
つ
い
て
(
中
〉
」
東
洋
史
研
究
第
二
十
二
巻
二

競
入
二
頁
を
見
ら
れ
た
い
。

聞
こ
の
と
き
の
明
か
ら
の
使
者
も
や
は
り
チ
ベ
ッ
ト
人
の
併
倫
で
あ
っ

た
。
貫
録
寓
謄
二
年
十
月
甲
子
の
僚
に
は
、
山
西
巡
撫
方
逢
時
の
稽
と
し

て
ハ
蒙
古
史
料
入
、
二
一

O
頁
ヌ

-103ー
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虜
王
年
来
車
中
併
読
経
、
機
悔
戒
殺
、
既
堅
従
善
之
心
、

営
施
同
俗
之

志
、
番
借
宛
義
札
巴
・
都
綱
班
航
等
四
人
及
番
官
馬
備
ト
剣
、
出
塞

俸
経
、
頗
勤
努
、
請
量
陸
血
冗義
札
巴
等
、
各
震
稗
師
、
職
在
属
施義
上
、

都
綱
班
航
等
、
各
篤
宛
義、

職
在
都
綱
上
、
番
官
馬
傭
卜
刺
航
、
班

乞
量
給
刑務
段
木
棉
等
物
、
従
之
。

こ
の
文
中
の
チ
ベ
ッ
ト
併
信
の
名
が
略
さ
れ
た
形
で
あ
る
こ
と
は
明
か

で
、
武
功
録
(
袋
入
俺
答
停
下
、
一
五
二
頁
)
を
見
る
と
、

経
典
を
資
し

た
と
ぎ
の
こ
と
と
し
て
、

選
刺
航
借
星
士
ロ
蕨
卜
・
堅
参
札
巴
及
其
従
領
占
班
腕
・
星
士
口
堅
剣

往
、
堅
参
札
巳
曾
使
西
番
、
品
米
通
経
故
也
。

と
あ
る
か
ら
、
札
巴
H
堅
参
札
巴
〈
河
雪
印
-HHHzzamgm曲
官
、
班
航
H

領
占
班
腕
〈
何
回
ロ

nroロ
宮
仏
目
印
で
、
星
士
口
議
ト
は

ω
g
m
o
v
g
p
唱。、

星
士
口
堅
例
は

ω旦
問
。
認
可
曲
目
zvu
で
あ
る
。

正
式
の
使
者
二
名
が
誰
で
あ
る
か
は
貫
録
で
は
確
定
で
き
な
い
が
、
右

の
記
事
に
よ
っ
て
の
み
セ
ン
ゲ
サ
ン
ポ
と
ギ
ェ
ソ
ツ
エ
ン
タ
ク
パ
で
あ
る

こ
と
が
剣
明
す
る
。
馬
傭
ト
刺
は
冨

g-rr邑
g
(
V
Z
O円
ゲ
ロ
ゲ
N

包

旬
。
)
と
も
見
ら
れ
る
が
、
後
交
に
は
馬
偏
卜
刺
航
と
も
あ
り
、
こ
れ
を
正

し
い
も
の
と
す
る
と
マ
ニ
テ
マ
宮
山
色

Z
2
5
を
潟
し
た
も
の
か
も
し

れ
な
い
。
明
廷
か
ら
の
使
者
で
あ
り
、
叉
北
京
へ
婦
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
る
と
、
在
京
ラ
マ
な
の
で
あ
ろ
う
。
明
廷
で
は
武
宗
の
死
を
以
て
、
す

べ
て
チ
ベ

ッ
ト
併
信
の
宮
中
へ
の
出
入
は
禁
ぜ
ら
れ
た
が
、
ギ
ェ
ン
ツ
エ

ン
タ
ク
パ
が
曾
て
西
番
に
使
し
た
等
と
い
う
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
北
京
域

内
に
は
や
は
り
彼
筈
は
若
干
引
繍
き
在
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

間
チ
ベ

ッ
十
人
の
併
倫
が
既
に
ア
ル
タ
ン
側
一に
い
た
例
は
、
明
廷
か
ら
セ

ン
ゲ
サ

γ
ポ
等
が
使
じ
た
と
き
、
ア
ル
タ
ン
が
番
信
等
と
と
れ
を
迎
え
た

と
武
功
録
〈
俺
答
俸
下
、

る。

一
五
四
頁
〉
に
記
さ
れ
る
こ
と
で
透
明
さ
れ

俺
答
既
聞
信
至
、
即
引
衆
出
迎
四
十
絵
里
、
膜
奔
遡
入
寓
慮
、
奥
胡

中
番
借
恰
按
一一噴
見
刺
・
夷
信
公
木
克
把
貧
・
大
都
把
貿
・
黄
金
把

め
や
し
む
C
と

質
・
恰
打
克
容
、
参
伍
無
異
。

仏
、
診
一
噴
児
刺
は
「
胡
中
の
番
借
」
と
あ
る
か
ら
明
か
に
チ
ベ
ッ
ト
借
で
、

刺
を
刺
の
誤
り
と
す
れ
ば
ラ
ワ
ン
ベ
ル
ツ
L

ク

ロ
g
昏

m
P
S
F
-
r
'

zomM
で
あ
ろ
う
。
夷
信
の
公
木
克
把
貧
は
コ
ム
ル
パ
ク
シ

C
O
B
ロ
-
z
'

『
弘
、
大
都
把
貨
は
ダ
ル
ド
パ
ク
シ
ロ
m
E白
『
白
『
位
、
黄
金
把
貨
は
ホ
ン
ジ

ン
パ
ク
シ
C
o
三
宮
『
回
吋
包
で
あ
ろ
う
か
。
黄
金
把
寅
に
つ
い
て
は
、
第

五
代
ダ
ラ
イ
俸
に
同
roロ』
z
r
g
自
由
な
る
名
が
あ
る
が
〈
切
印
り

γ

g
・
3
・
5
N
Y
S
ω
5、
チ
ベ
ッ
ト
語
で
は
あ
り
得
ず
、
や
は
り
モ
ン
ゴ
ル

語
で
あ
ろ
う
。
同
じ
停
記
に
は
テ
ン
ジ
ン
チ
ョ
エ
ギ
ェ
ル
国
田
仲
間
ロ

Z
b
g

n
r
g
G
E
-
(
Uホ
シ
ョ
ト
第
二
代
部
長
オ
チ
ル
ハ
ン
ダ
ヤ
ン

OnF円
台
ロ

ロ
ミ
自
〉
の
官
人
に
ミ
ナ
コ
ン
ジ

γ
宮
山
臼
E
r
r
g
』
宮
な
る
名
が
見

え
る
(
切
印
U
Y
M
M・
5
∞5
0
剛
ハ
ゲ
ロ
ロ
出
ロ
は

C
D
三
宮
で
宗
教
を
携
蛍
す

る
役
人
を
指
す
。
恰
打
見
容
は
武
功
録
(
俺
答
停
下
、
一
五
五
頁
)
で
は

恰
打
見
漢
と
あ
る
か
ら
、
容
は
写
の
誤
り
で
ヒ
ヤ
ダ
ル
ハ
ソ

OFU諸
島
民
a

包
ロ
で
あ
ろ
う
。

又
武
功
録
(
俺
答
停
下
、
一
五
三
頁
〉
に
は
王
崇
古
は
こ
の
と
き
「
漢

借
入
人
を
以
て
法
器
を
陳
列
せ
し
め
た
」
と
あ
り
、
ア
ル
タ
ン
が
漢
法

ハ
中
園
例
数
)
を
知
ら
な
い
た
め
、
こ
れ
を
慢
易
す
る
怖
れ
が
あ
る
と
し

て
深
め
漢
法
を
説
明
さ
せ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
見
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
に
は

中
園
傍
教
も
そ
れ
な
り
の
紹
介
は
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
モ
ン

ゴ
ル
の
併
数
は
決
し
て
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
停
わ
っ
た
傍
数
だ
け
が
純
粋
培
養
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さ
れ
渡
展
し
た
も
の
で
は
な
く
、
蛍
時
の
ア
ジ
ア
め
郷
接
地
帯
の
例
数
と

の
接
燭
が
種
ム
ベ
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
さ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

間
ア
り
ク
族
〉
江
間
の
位
置
は
マ
チ
ェ
ン
ポ
ム
ラ
則
自
由

n
Zロ
名
0
5

匂
同
国
(
大
積
石
山
〉
の
東
北
に
あ
る
(
の

HMM・
5
3。
黄
河
第
二
段
の
支
流

ツ
ェ
チ
ュ
、
叶
田
宮
ロ
グ
ロ
の
中
下
流
が
こ
れ
に
嘗
る
ハ
〉
宮
戸

ω
r
g
ニ-

N
-
A
R
〉。

間
ゾ
ゲ
ア
セ
ソ
ラ
マ
の
到
着
は
ジ
ク
メ
に
も
出
て
い
る
(
酬
明
噺
数
史
一
一
一
一

七
頁
)
。

ゾ
ゲ
の
綴
字
は
ゾ
ル
ゲ
豆
島
凹O
品
開
。
が
普
通
で
、
黄
河
の
第

一
・
二
段
の
接
黙
の
東
に
あ
る
若
爾
蓋
(
四
川
省
出
端
〉
が
こ
れ
に
蛍
る
。

凶
ツ
ソ
ェ
ナ
ム
ギ
ャ
ム
ヴ
〆
ォ
の
生
残
年
月
日
は
ベ
テ
ッ
ク
氏
の
研
究
に
詳
し

い

(UHN、
H，・唱し
ω叶
H)
。

間
註
聞
に
設
明
し
た
堅
参
札
巴
と
同
一
人
で
あ
ろ
う
。
ギ
ェ
ン
ツ
Z

ン
タ

ク
パ
は
後
に
省
内
暦
九
年
四
月
に
も
ア

-m
タ
γ
の
下
に
使
し
〈
蒙
古
史
料

ぃ
八
、
四
二
九
頁
〉
、

.彼
等
四
名
が
一
鯖
っ
た
の
は
同
年
九
月
庚
寅
で
あ
っ
た

(
前
掲
書
四
四
二
頁
〉
。

同
州

v
h
L

ウ
ッ
チ
民
除
、
タ
が
レ
ラ
プ
テ

γ
を
「
タ
ッ
カ
ル
の
地
守
護
者
」

∞回臼
5
8
0町

w
g
m
昏
白
円
と
す
る
が
ハ
吋
司
ω-FMV-NE-
ロ
・
由
∞
〉
、
氏

自
身
の
作
製
し
た
タ
ッ
カ
ル
ワ
の
系
固
に
は
こ
の
名
は
見
え
ず
、
反
て
ガ

ン
デ
ソ
パ
の
系
闘
(
吋
MMω
・
。
g
g
-
o
m
w弘、
H，P
F
M
H〈
〉
に
見
出
せ

る
。
ガ
シ
チ
ン
パ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

7
h

md弓
と
宮
崎

5
F
u
q
b
s言
昌
弘
之

g
h出向、内
g
h
F
h凡阻止・

9
営
。

s
h同

hHhhhSHash内向、・

Hvorpロ
m
-
H
E印、

Z『
-
P
o
r
o
H
Fロ岡弘
g
出口，

E
m
r
0・
唐
の
貞
観
九
年
に
李
錆
の
軍
は
吐
谷
津
を
討
伐
し
た
が
、
そ
の

と
き
の
郡
勝
侯
君
集
の
作
戦
の
一
一
部
に
「
漢
突
山
に
登
り
、
馬
を
鳥
海
に

飲
う
」
と
あ
る
(
佐
藤
長
「
古
代
チ
ベ
ッ
ト
の
若
干
の
地
名
に
つ
い
て
」

史
林
第
六
二
巻
五
時
肌
六
九
頁
)
。
多
分
こ
の
漢
突
山
が
ハ
ン
グ
に
蛍
る
の

で
あ
ろ
う
。
‘
こ
れ
を
牢
吐
羅
海
と
と
れ
ば
そ
れ
よ
り
南
進
し
て
烏
海
即
ち

ク
ン
ガ
l
ノ
l
ル
関
口
ロ

ι関与

E
百
円
に
至
っ
た
と
い
う
の
は
極
め
て

自
然
の
も
の
と
な
る
。
尤
も
こ
れ
は
李
靖
の
本
隊
の
ル

1
ト
に
君
集
の
-名

を
紛
れ
込
ま
せ
た
も
の
で
君
集
自
身
の
作
戦
路
と
考
う
べ
き
で
は
な
い
。
~

側
チ
ャ
プ
チ
ャ
ル
・
ウ
ラ
ン
プ
ラ
グ
ゴ

l
ル
は
、
青
海
地
方
で
は
漢
代
か

ト
り
既
に
軍
事
的
な
援
勲
と
し
て
遊
牧
民
等
に
利
用
さ
れ
て
い
た
ん
歴
史
地

理
、
一
二
七
・
二
一

0
・
二
三
五
・
二
六
九
頁
)
。

回

当
ODE--白
羽
・
同
OOFF-r
吋

Z
F
E
C
B
8
0同

5
2
:邑

任
命
日
町

MN巾
-
a
F
o
g
-
P
丹

yo
宮
g
n
r
z
何
日
胃
8
5
0同
の
Z
E
-
吋

R

M
F
H申
H0・同
Y
A
P
-

側

出

g
q
出
・
出

0
3
5・
包
き
ミ
ミ
ミ
。
司
向
島
、
む
と
ど
ま
芯

お
足

HUHF(USHRミ
・
】
V
F
F
F
O
E
S
-
5
a・
MM-b0・

凶

FZι
・
ハ
ワ

l
ス
は
「
青
海
湖
地
域
の
ツ
ァ
プ
チ
ャ
ル
」
と
い
っ
て
チ

ャ
プ

チ
ャ
ル
の
位
置
を
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
-
「
蒙
古
」
と
い

う
の
は
お
か
し
い
。
不
正
確
な
表
現
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

凶
ジ
グ
メ
に
も
こ
の
苧
一
言
ば
殆
ど
同
じ
形
で
記
さ
れ
て
い
る
(
刺
噺
数
史
ニ

三
ユ
頁
〉
。

ジ
ダ
メ
の
第
三
代
ダ
ラ
イ
に
関
す
る
記
事
は
、
殆
ど
が
第
三

代
ダ
ラ
イ
の
俸
記
巳
よ
っ
て
い
る
。
向
文
中
の
の
Z
ι
r
R
は
普
通
チ
ベ

ッ
ト
文
で
は
の

zaを
指
し
て
い
る
が
‘
こ
L
で
は
庚
い
意
味
で
そ

γ

ゴ
ル
の
支
配
者
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

凶
オ
ン
ゴ
ッ
ト

O
国
間
可
邑
は
オ

γ
ゴ
ン

O
ロ
間
百
ロ
の
複
数
形
。
ォ
ソ
ゴ

γ
は
北
方
ジ
ャ
J

マ
エ
ズ
ム
に
お
け
る
一
柳
を
指
し
、
-
羊
毛
及
び
羊
皮
に
て

作
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
死
者
の
像
と
し
て
作
ら
れ
、
そ
の
肉
親
に

よ
っ
て
供
養
さ
れ
る
も
の
も
含
ん
で
い
る
。
山
阿
バ
シ
ザ
ロ
フ
著
・
白
鳥
庫

-105-
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吉
誇
「
窯
数
或
ひ
は
蒙
古
人
に
於
け
る
シ
ャ
マ
ン
数
」
北
亜
細

E
皐
報
第

一
一
瞬
、
昭
和
十
七
年
、
三
九
頁
、
村
上
正
二
「
モ
ン
ゴ
ル
部
族
の
族
組
停

承
|
|
と
く
に
部
族
制
枇
舎
の
構
造
に
一
関
連
し
て
|
|
」
(
一
〉
史
畢
雑

誌
第
七
三
巻
七
焼
、
昭
和
三
十
九
年
、
二
九
頁
及
び
噺
噺
数
史
二
四
五
頁

註
=
一
五
参
照
。

オ
ソ
ゴ
ソ
は
嬰
者
或
は
優
れ
た
人
物
の
墓
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
り
、

そ
の
例
は
五
韓
清
文
鑑
に
東
陵
守
岡
田
ロ

gm苫
ロ
(
河
北
省
、
建
化
係
内
〉

を
指
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
(
五
組
問
清
文
鑑

Z
0・
H
O印
U
N
-

-o印
由
B
F
H
{
}
印
也
叶
)
。

ω
=
一
白
は
凝
乳
・
牛
乳
・
牛
酪
の
コ
一
つ
の
白
き
も
の
を
指
す
〈
刺
噺
数
史

二
五
五
頁
註
三
六
〉
。

四
ジ
ク
メ
は
引
用
文
の
ご
と
く
一
五
七
六
年
の
燦
に
係
け
て
寺
院
を
建
立

し
た
こ
と
は
い
う
が
、
寺
名
は
記
さ
ず
、
か
な
り
後
文
で
禽
見
の
地
を
定

め
て
テ
ク
チ
ェ
ン
チ
ョ
エ
コ
ル
リ
ソ
を
建
て
た
こ
と
を
述
べ
る
の
で
(
痢

嚇
数
史
二
=
一
五
頁
)
、
雨
史
料
は
別
々
の
建
寺
の
ご
と
く
見
え
る
が
、
貨

は
同
一
の
寺
院
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
出
同
仰
華
寺
に
つ

い
て
は
、
高
暦
十
八
年
の
ホ
ロ
チ
・
チ
ン
サ
ソ
の
青
海
地
方
で
の
活
動
に

よ
り
、
明
側
で
は
翌
年
、
向
書
節
治
等
が
軍
を
率
い
て
青
海
に
入
り
、
こ

の
寺
を
焼
き
梯
っ
た
〈
西
寧
志
巻
二

O
、
一
五
了
右
〉
。
し
か
し
本
文
に

い
う
ご
と
く
十
九
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
テ
プ
ギ
ャ
ム
に
こ
の
寺
院
の
説
明

が
あ
る
か
ら
、
後
又
復
興
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
状
は
不
明
で
あ
る
。

聞
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
呼
ば
れ
た
の
は
こ
の
ソ
ェ
ナ
ム
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
が
最
-
初
で

あ
る
か
ら
、
巌
密
に
い
え
ば
彼
は
初
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
で
あ
り
、
第
三
代
で

は
な
い
。
し
か
し
ゲ
ル
ク
パ
で
は
彼
を
ゲ
ド
ゥ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
ロ
mo

-
-
E
G
3
g
gぎ
の
純
生
者
と
し
、
ゲ
ド
ゥ

ン
は
ツ
ォ

γ
カ
バ
の
高

弟
ゲ
ド
ク
ン
ト
ク
プ
ロ
問
。
f
L
ロ
ロ
mEσ
の
穂
生
者
と
見
倣
し
て
い
る
。

而
し
て
こ
の
ゲ
ド
ゥ

ン
ト
ゥ
プ
を
初
代
の
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
し
て
い
る
か
ら

ソ
ェ
ナ
ム
ギ
ャ

ム
ツ
ォ
は
第
三
代
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ゲ
ド
ゥ

ン
ト
ゥ

プ
は
ツ
オ
ン
カ
パ
の
甥
で
あ
り
、
そ
の
血
縁
性
か
ら
し
て
高
貴
な
存
在
と

さ
れ
、
そ
れ
が
鴎
生
者
の
地
位
を
高
い
も
の
に
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

初
代
以
後
歴
代
の
ダ
ラ
イ
の
生
残
年
次
は
・へ
テ
ッ
ク
氏
が
明
か
に
し
て
お

り
〈
口
問
、
『
〉
、
最
初
の
一
一
一
代
の
関
援
な
事
蹟
も
フ
ェ
ラ
リ
女
史
に
よ
っ
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
(
の
国
司
・
M
M

・
S-
ロ・

8
1

間
和
田
氏
の
作
製
し
た
系
固
に
撮
れ
ば
、
グ
ソ
ピ
リ
ク
メ
ル
ゲ
ソ
ジ
ノ
ン

の
子
花
台
士
口
の
子
で
あ
る
切
憲
黄
台
吉
で
あ
ろ
う
。
「
吉
能
の
従
子
」
と

い
う
と
き
の
吉
能
は
グ
ソ
ピ
リ
グ
の
子
で
、
多
分
そ
の
後
を
縫
い
だ
那
言

大
見
士
口
能
で

z
a
g合
同
白
出
ロ

gm
あ
ろ
う
。
こ
の
士
ロ
能
か
ら
見
れ
ば

切
奉
賀
台
士
口
は
従
子
で
あ
る
。
又
ア
ル
タ
ン
か
ら
見
れ
ば
兄
の
孫
で
あ
る

か
ら
従
孫
で
あ
る
。

凶
官
通
は
通
官
〈
遁
謬
官
〉
と
同
義
で
あ
ろ
う
。

側
朱
東
潤
「
張
居
正
大
停
」
湖
北
人
民
出
版
社
、
一
九
五
七
年
、
三

O
九

頁
。
奏
疏
七
番
夷
求
貢
疏
。

側
こ
の
と
き
張
居
正
の
受
取
っ
た
書
信
は
通
り
一
遍
の
挨
拶
欣
で
、
深
い

内
容
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
書
信
の
漢
詩
は
、
前
掲
の
張
居
正
大
停
三

O
九
頁
に
奏
疏
入
番
夷
求
貫
疏
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。

則
明
俸
に
雨
者
の
曾
見
を
寓
麿
七
年
に
係
け
て
い
る
の
は
誤
り
で
、
六
年

が
正
し
い
。

倒
和
田
氏
の
系
園
の
合
経
赤
台
吉

ρ
ロ
r
a
g
-訟
で
あ
ろ
う
(
東
車
史

七
二
九
頁
)
。

関
ア
ル
タ
ソ
の
兄
弟
ボ
デ
ィ
ダ
ラ
オ
ト
ゴ
ン
タ
イ
ジ
回
O
島内凶

R
m
o
t
s

-106ー



497 

guユ
悼
の
子
エ
ン
ケ
デ
ル
ダ
イ
チ
ン
タ
イ
ジ
開
冶
四
日
向
。
ι
2
n
v
uユ
n
g
m
g司王

で
、
所
謂
永
郁
ト
大
成
台
吉

JJEロ間白

qoze-aロ間
guさ
が
こ
れ

に
嘗
る
《
官
民
豆
・
皮
六
七
四
頁
)
。

凶

ツ

7
y
ロ
γ
は
シ
カ
ツ
エ
の
封
岸
地
域
で
あ
る
ハ
歴
史
地
理
四
二
二

頁〉。

?

闘
ゲ
ル
グ
バ
の
関
組
ツ
ォ

γ
カ
バ
の
出
生
地
に
は
グ

γ
.フ
ム
の
寺
院
が
あ

る
。
こ
の
寺
の
正
式
の
名
は
グ
ン
プ
ム
ガ
ン
デ
γ
チ
ャ
γ
パ
リ
ン

ωrロ

ザ
ゲ
ロ
自
身
同
V
S白
ロ
ゲ
可
曲
目
白
宮

mrp
と
い
い
、
ワ
イ
リ
I
氏
叶
・
〈
・

4
〈
三
ぽ
に
よ
れ
ば
、
一
五
七
三
年
に
ド
ゥ
ル
ワ
チ
ョ
ル
ジ
ェ
オ
ェ
セ
ル

ギ
ヤ
ム
ツ
才
恒
L
Z
】ゲ民

n
r
g
ユ
叩
伺
O
島

N
O『
向

m
u
B
g
g
r
o
に
よ
っ
て

創
設
さ
れ
た
と
い
う
(
。
、
H
，

h
・
5ω
・ロ・

2
3。
し
か
し
テ
プ
ギ
ャ
ム
で

は
、
ダ
ラ
イ
が
ア
ル
タ
γ
の
再
度
の
招
請
に
よ
っ
て
赴
く
途
中
一
五
人
三

年
ハ
高
暦
十
一
年
〉
に
こ
の
地
に
至
り
、
寺
院
を
一建
て
、
前
代
ド
ゥ
ル
ワ

チ
ョ
ル
ジ
ェ
ツ
ォ
γ
ド
ゥ
イ
ギ
z
ソ
ツ
ェ
ン
サ
ン
ポ
切
江
田
O
ロ
M
M
m
E臼円四
1

U

『
札
口

HZZロ
ゲ

N
S
】uo
を
住
持
に
任
命
し
た
と
あ
る
。
オ
ェ
セ
ル
ギ
ャ

ム
ツ
ォ
は
後
代
の
ド
ゥ
ル
ワ
チ
ョ
ル
ジ
ェ
で
一
六
一
七
年
に
退
任
す
る
ま

で
暫
く
の
開
住
持
し
て
い
た
(
り
の
-
F
咽・

8
3。
こ
れ
が
正
し
い
で
あ
ろ

う
。
タ
ソ
プ
ム
寺
院
の
略
史
・
制
度
・
文
物
に
つ
い
て
は
王
加
「
塔
朱
寺

概
述
」
西
蔵
研
究
、
西
議
祉
曾
科
皐
院
、
一
九
八
三
年
第
一
期
、
八
一
頁

に
詳
じ
い
。

闘
ロ
デ
ソ
シ
Z

ラ
プ
ハ
一

O
五
九
|
一
一

O
九
〉
は
ゴ
グ
ロ
ツ
ワ

m
p
a

-ogg
の
遁
稽
を
も
ち
、
ザ
ン
プ
ゥ
寺
院

N
S回
目

u
r
c
m
u
事
問
の
大
成

者
で
あ
る
(
の
出
回
v
・
3
・叶
N-Hmm-
ロ
・
ミ
品
)
。
こ
の
寺
院
は
彼
の
叔
父
ゴ

グ
レ
タ
ベ
l
シ
Z

ラ
プ
卯
吉
開
『
官
官
官
な
臼

g
rに
よ
っ
て
開
創
さ

れ
た
ハ
羽
田
野
伯
猷
「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
傍
教
観
の
形
成
に
つ
い
て
|

主
回
提
道
燈
サ
ン
プ
傍
数
皐
・
カ
1
ダ
ム
賓
燭
等
を
め
ぐ
っ
て
|
」
文
化
第

二
九
巻
二
税
、
昭
和
四
十
年
三

間

ユ

γ
テ
γ
ギ
ャ
ム
ツ
か
は
ト
ン
コ
ル
ホ
ト
グ
ト

ω
S
P
寄
r
a
a
p

Z
3
c
の
第
ユ
代
に
嘗
る
。
そ
の
事
蹟
は
若
松
氏
の
研
究
に
詳
し
い
(
若

松
寛
「
西
寧
ト

γ
コ
ル
フ
ト
ク
ト
の
事
蹟
」
立
命
館
文
皐
第
四
一
入
|
四

二
一
焼
、
三
田
村
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
、
一
九
八

O
年)。

闘
若
松
前
掲
論
文
三
三
七
頁
註
制
。

倒
ク
ル
ゲ
チ
ョ
グ
ル
は
、
清
太
宗
の
街
化
城
占
領
の
と
き
こ
れ
に
協
力
し

〈
要
略
径
一
、
ニ
三
丁
左
〉
、
後
左
翼
都
統
一に
立
て
ら
れ
た
古
緑
克
で
あ
る

〈
要
略
径
一
、
二
九
丁
右
、
同
巻
九
、
二

O
丁
左
〉
。
グ
ル
ゲ
の
系
統
・
事

蹟
に
つ
い
て
は
欽
定
外
藩
蒙
古
田
部
王
公
表
停
〈
巻
一
二
一
、
五
丁
右
〉

古
縁
格
列
俸
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

側
若
松
寛
「
ポ
グ
ド
チ
ャ
ガ
ソ
ラ
マ
と
コ
コ
ホ
ト
の
ラ
マ
敬
」
鷹
陵
史
皐

第
一
鏡
、
一
九
七
五
年
、
二
七
頁
。

刷
シ
レ
ト
召
は
間
開
化
城
下
で
最
も
批
麗
な
寺
院
と
い
わ
れ
た
が
、
そ
の
併

殿
と
背
後
の
棲
は
一
九
四
三
年
六
月
に
失
火
で
焼
亡
し
た
。
現
伏
は
不
明

で
あ
る
。

幽
延
蕎
寺
に
つ
い
て
は
、
若
松
前
掲
論
文
「
ボ
グ
ド
チ
ャ
ガ
ン
」
二
七
頁
。

闘
タ
ン
テ
ィ
グ
山
を
、
ス
タ
ソ
民
は
貴
徳
か
ら
臨
洗
の
聞
に
あ
る
も
の
と

見
て
い
る
〈
寸
〉
ゐ
-J可
申
〉
。
レ
l
リ
ッ
ヒ
氏
は
こ
れ
を
ク
ン
プ
ム
の
東
南
、

循
化
の
北
の
黄
河
沿
い
に
あ
る
山
と
す
る
〈
切

p
s
-
M内
〈
ロ
戸
田
町
〉
。
水

経
注
を
見
る
と
、
黄
河
が
白
土
城
の
南
を
過
ぎ
て
か
ら
唐
述
山
の
南
を
遁

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
(
水
経
注
抄
一
五
五
頁
)
。

そ
こ
で
は
仙
人
が
修
行
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
仙
人
と
分
ら
な
い
俗

人
ど
も
は
こ
れ
を
紳
鬼
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
か
の
発
族
は
鬼
を
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「
唐
述
」
と
い
う
の
で
、
こ
ーの
山
を
唐
越
山
と
名
付
け
、
そ
の
堂
密

'
の
ご
と
き
居
室
を
指
し
て
こ
れ
を
唐
述
窟
と
呼
ん
だ
。
玄
道
を
敬
慕

す
る
輩
や
皮
冠
、
浄
髪
の
徒
も
亦
こ
の
窟
に
赴
い
て
隠
棲
す
る
。

唐
述
の
意
味
は
鬼
で
あ
る
と
い
う
が
、
悪
鬼
の
ι。
ロ
の
住
祉

2-
と
い

'
う
貴
ω
味
で
の
仏
。
ロ

2
-
-v-寓
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
堂
密
は
ド
ン

ミ

U
D
P
E
m
(洞
窟
の
小
室
)
と
考
え
ら
れ
る
。
タ
ン
テ
ィ
ク
一山
は

こ

の
唐
越
山
に
相
違
な
い
。
俸
設
で
は
あ
る
が
、
ダ
ル
マ
王
を
殺
害
じ
た
ベ

ル
ギ
ド
ル
ジ
エ

ロ
司
也
君
F
E
o
-
-
o
が
隠
れ
た
と
さ
れ
る
も
の
タ
ソ
テ

4

F
山
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
一隠
れ
場
所
と
し
て
は
絶
好
の
候
件
を
具
え
て

い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
再
び
こ
の
唐
述
山
の
位
置
む
つ
い
て
で
あ

る
が
、
元
和
郡
勝
園
志
ι

(

巻
=
一
九
)
河
州
抱
牢
燃
の
篠
に
、

積
石
山
一
名
唐
述
山
、
今
名
小
積
石
山
、
在
問
問
西
北
七
十
塁
。

と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
小
積
石
山
で
あ
り
、
抱
寧
豚
(
臨
夏
燃
〉
の
西
北

に
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
又
同
じ
く
龍
支
豚
(
民
和
際
〉
の
僚
に
、

積
石
山
在
豚
西
九
十
人
皇
、
南
輿
河
州
抱
寧
豚
分
界
。

と
い
う
か
ら
、
水
経
注
の
「
河
の
北
に
は
重
層
す
る
山
が
釜
え
て
い
る
」

と
あ
る
の
主
合
せ
考
え
て
、
黄
河
の
北
に
あ
っ
た
こ
と
も
確
寅
で
あ
る
。

新
興
園
が
小
積
石
山
を
循
化
燃
の
東
、
黄
河
の
南
に
置
い
て
い
る
の
は
誤

り
で
あ
ろ
う
。

凶
弘
化
寺
の
位
置
は
1

濯
水
左
大
通
河
の
合
流
黙
の
南
。
山
阿
佐
藤
長
「
明

廷
に
お
け
る
ラ
マ
敬
崇
奔
に
つ
い
て
」
鷹
陵
史
事
第
八
務
、
一
九
八
二
年
、

一
三
七
頁
註
闘
参
照
。

回
開
町
民
江
口
は
、
ト

?ッ

チ
一
氏
と
問
機
〈
吋
M
M
M

山
・
司
・
品
目
)
ハ
ラ
チ
ン
と

見
倣
す
。
カ
ル
チ
ン
に
招
一
読
さ
れ
て
、
「
モ
ソ
ゴ
ル
皇
帝
め
時
代
の
宮
殿

シ
ャ
ソ
ト
め

g
s
ハ
上
都
)
ーの
遺
祉
に
」
全
れ
り
」
(切∞

UH--
切
-Hgg

¥.'ω8 

と
い
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
上
都
は
ド
ロ
ン
ノ

1
ル
内(
多
倫
〉
の
西
に

あ
り
、
清
代
に
は
こ
の
地
は
チ
ャ
ハ
ル
入
旗
の
領
域
に
入
る
が
、
明
代
に

は
恐
ら
く
東
郊
の
ハ
ラ
チ
γ
の
西
境
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

附
前
掲
若
松
「
西
寧
ト
ン
コ
ル
フ
ト
ク
ト
の
事
蹟
」
一
ニ
ニ
ニ
|
三
二
三
頁
。

聞
の
宮
ユ

gm-
∞2
込

g-
吋
志
知
可
旬
忠
実
向
。
宮
古

N
g
R
H
R
b
p
H
S

。
¥

q司
会
話

5
z
r
P
S
E
-
-匂・
8・

幽
若
松
寛

「
カ
ル
ム

ッ
ク
に
お
け
る
ラ
マ
数
受
容
の

一
側
面
」
東
洋
史
研

究
第
二
五
巻
一
一続
、
一
。
三
頁
。

附

H
N
o
n
r
z
-
r
p
z
p
-
H
J白・

側
和
田
氏
は
第
四
代
の
務
生
に
つ
い
て
一
つ
の
逸
話
を
俸
え
て
い
る
(
東

E
史
七

O
三
頁
〉
。
第
四
代
の
生
残
年
月
日
は
ベ
テ
ッ
ク
氏
が
明
か
に
し

て
い
る
(
り
岡
山
、
H
J
H
M

・∞叶
N
〉。

帥
萩
原
淳
卒
「
明
代
蒙
古
史
研
究
」
六
一
一
|
入
八
頁
に
詳
し
い
。
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略
語
表

明
停
H

「
明
史
」
巻
一
一
一
一
一
一

O
西
域
停
二
、
西
蕃
諸
街
。

要
略
H
郁
韻
土
「
皇
朝
藩
部
要
略
」
道
光
十
九
年
。

遊
牧
記
H
張
穆
「
蒙
古
遊
牧
記
」
威
盤
九
年
。

西
寧
志
H
楊
態
瑳
「
西
寧
府
新
士
山
」
乾
隆
十
二
年
。

武
功
録
H
種
九
恩
「
高
暦
武
功
録
」
園
風
平
交
庫
第
二
十
編
、

二
十
四
年
。

北
虜
風
俗
H
粛
大
亨
「
北
虜
風
俗
、
附
北
虜
世
系
」
園
摩
文
庫
第
二
十
ズ
編
、

文
殿
閣
、
民
園
二
十
五
年
。
r

，

蒙
古
史
料
H
「
現
代
満
蒙
史
料
1

明
寅
録
抄
」
蒙
古
篇
、
京
都
大
皐
文
皐
部
、

昭
和
三
十
三
年
。

文
殿
閣
、
民
園
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THE MEETING OF THE THIRD DALAI

　　　　

LAMA AND ALT AN QAN

　　　　　　　　　　　　　　　　　

Sato Hisashi

　　

In this paper, l have tried to clarifythe following points :

1. Altan became ａ∧followerof Tibeta万ｎBuddhism already in 1571.

2.

　

The meeting place of the Dalai Lama and Altan was Cabciyal (in.

　　

modern Gonghe 共和district in Qinghai 青海province)･

3.

　

Secen qong tayiii made Altan come to Qinghai on the pretext of

　　

receiving the Living Budd:ha (Dalai Lama).

4. Altan stopped 丘ghting and left making use ｏｆ･the Dalai's advice for

　　

discontinuance of the battle.

5.

　

Aiming at ensuring the Kokonor region (Qinghai), Altan met the

　　

Dalai Lama in 1578. He accomplished his aim.

6. The Dalai Lama succeeded in winning Altan, who was then the

　　

most powerful man in the northen regions, as the great patron一大檀

　　

越of Dge lugs pa.

7. Due to the meeting of the two, Tibetan Buddhism was greatlv

　

■

　

accepted all over Mongolia; all the more Ｓ０，because the traditional

　　　　　　　

－

　　

pantheistic beliefs of the Mongolian tribes were easily compatible

　　

with the equally pantheistic Tibetan form of Buddhism.

４


